
函館義援船を利用した初の漁。６月 23 日、久喜漁
業生産部（坂本訓一部長）は資源調査を兼ねたア
ワビの共同採補を行いました（関連記事２～５㌻）

初
採
り
に

手
応
え

浜に追い風
Ｐ２―５

やります！市政改革
Ｐ16―17

命を守る避難力
Ｐ８―13
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函
館
か
ら
善
意
の
結
晶  

２
２
８
隻
の
助
け
船

浜
に

追
い

風

　

命
と
財
産
を
一
瞬
に
し
て
奪
い

去
っ
た
東
日
本
大
震
災
。
大
津
波

に
よ
っ
て
漁
港
施
設
は
破
壊
さ
れ
、

漁
具
は
流
出
、
漁
船
は
市
内
登
録

漁
船
数
の
93
㌫
と
な
る
５
７
５
隻

が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
漁
業
者
の
浜
に
か

け
る
思
い
は
強
く
、
気
持
ち
が
折

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

復
旧
作
業
は
進
み
、
わ
ず
か
に

残
っ
た
船
で
の
漁
も
震
災
後
ま
も

な
く
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
多
く
の
市
町
村
が
漁
船

不
足
に
陥
っ
た
こ
と
に
加
え
、
造

船
業
者
も
津
波
の
被
害
に
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
船
を
発
注
し
て
も
納

品
時
期
は
不
透
明
。
漁
業
者
に

と
っ
て
最
も
必
要
な
船
の
確
保
は
、

め
ど
が
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
一
筋
の
光
明
が
さ

し
こ
み
ま
し
た
。
３
月
30
日
、
救

援
支
援
物
資
を
届
け
に
市
役
所
を

訪
れ
た
北
海
道
函
館
市
に
、
山
内

隆
文
市
長
が
窮
状
を
訴
え
、
船
の

支
援
を
要
請
。
函
館
市
は
検
討
す

る
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

実
は
本
市
と
函
館
市
に
は
、
大

災
害
が
き
っ
か
け
と
な
る
「
縁
」

が
あ
り
ま
し
た
。
今
か
ら
77
年
前

の
昭
和
９
年
３
月
21
日
、
函
館
市

は
強
風
に
よ
る
大
火
災
「
函
館
大

火
」
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
市
街

地
の
約
３
分
の
１
が
焼
失
し
、
２

千
人
以
上
が
犠
牲
に
。
被
害
の
大

き
さ
に
胸
を
痛
め
た
当
時
の
久
慈

町
は
義
援
金
を
送
り
ま
し
た
。

　

77
年
前
に
支
援
を
受
け
た
函
館

市
は
、
今
こ
そ
久
慈
市
の
支
援
を

―
と
、
直
ち
に
行
動
に
移
し
ま
し

た
。
同
市
内
の
５
つ
の
漁
業
協
同

組
合
に
船
の
支
援
が
可
能
か
ど
う

か
打
診
。
各
漁
協
も
調
整
を
進
め

る
こ
と
を
了
承
し
、
久
慈
、
函
館

両
市
の
交
渉
の
場
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

久
慈
市
と
市
漁
協
（
皀
健
一
郎

組
合
長
）
の
職
員
や
漁
業
者
は
４

月
14
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、
函

館
市
を
訪
問
。
直
接
、
厳
し
い
現

状
を
説
明
し
、
支
援
を
訴
え
ま
し

た
。
熱
意
は
伝
わ
り
、
函
館
市
と

同
市
の
５
つ
の
漁
協
は
支
援
を
快

諾
。
中
古
の
小
型
漁
船
（
磯
船
）

を
集
め
、
久
慈
市
に
無
償
で
提
供

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

函
館
市
と
同
市
漁
協
が
漁
業
者

に
協
力
を
呼
び
掛
け
る
と
、
磯

船
は
次
々
と
集
ま
り
始
め
ま
し

た
。「
何
と
か
協
力
し
た
い
」。「
１

日
で
も
早
く
漁
に
出
て
ほ
し
い
」。

漁
業
を
営
む
仲
間
へ
の
思
い
や
願

い
が
形
と
な
り
、
隻
数
は
瞬
く
間

に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
集
ま
っ
た
磯
船
は
２

２
８
隻
。
当
初
目
標
の
２
倍
以
上

と
な
る
隻
数
は
、
呼
び
掛
け
た
関

係
者
で
す
ら
驚
く
ほ
ど
で
し
た
。

　

磯
船
が
集
ま
っ
た
後
は
海
上
輸

送
の
準
備
を
ス
タ
ー
ト
。
前
例
の

な
い
規
模
の
輸
送
に
は
、
函
館
市

の
水
産
土
木
業
「
菅
原
組
」
が
全

面
的
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

ど
う
す
れ
ば
大
量
の
磯
船
を
傷

つ
け
る
こ
と
な
く
、
安
全
に
届
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
―
。
頭
を

悩
ま
せ
る
難
題
に
対
し
、
菅
原
組

は
台
船
の
上
に
鉄
骨
を
組
ん
で
１

隻
ず
つ
固
定
す
る
方
法
を
採
用
。

船
の
確
保
め
ど
立
た
ず

採
算
度
外
視
で
、
何
よ
り
も
磯
船

の
安
全
を
優
先
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
函
館
市
や
漁
協
の
職
員
、

漁
業
者
な
ど
は
、
１
週
間
か
け
て

磯
船
を
１
隻
ず
つ
手
作
業
で
清
掃
。

最
後
は
総
出
で
積
み
込
み
作
業
を

行
い
、
輸
送
準
備
を
整
え
ま
し
た
。

　

漁
業
復
興
の
願
い
が
込
め
ら
れ

た
助
け
船
は
、
函
館
市
の
温
か
い

支
援
と
善
意
の
結
晶
。
83
隻
を
積

ん
だ
第
一
便
は
６
月
４
日
、
函
館

市
を
出
港
し
ま
し
た
。

77
年
前
の
支
援
で
光
明

仲
間
へ
の
思
い
が
形
に

願
い
を
込
め
た
助
け
舟

４月 14 日、一堂に会した両市の関係者。
厳しい現状への理解と支援を訴えました

６月３日、第１便の積み込みが完了。丁
寧に積み上げられた船１隻１隻に、支援
者の思いと願いが込められています

無残に破壊された船。津波は多
くの財産を漁業者から奪いまし
た（３月 14 日、諏訪下地区）

６月５日、義援船を積んで久慈港に入港した起重
機船（第１便）。船体には「がんばれ東北 !!　がん
ばれ久慈 !!」と、熱いエールが掲げられていました

東
日
本
大
震
災
で
失
わ

れ
た
市
内
の
船
は
５
７
５
隻
。

厳
し
い
状
況
に
陥
っ
た
久
慈
市
の

漁
業
者
を
支
援
し
よ
う
と
、
函
館
市

か
ら
磯
船
２
２
８
隻
が
無
償
で
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
函
館
か
ら
の
温
か
い
支
援
と

善
意
の
結
晶
。
船
は
漁
業
者
に
大
き
な
希
望

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。（
５
㌻
ま
で
）
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函
館
市
か
ら
の
義
援
船
は
、
市

漁
協
か
ら
各
漁
業
生
産
部
や
希
望

者
に
分
配
。
船
外
機
が
取
り
付
け

ら
れ
た
義
援
船
か
ら
順
次
、
漁
に

出
る
た
め
に
必
要
な
漁
船
登
録
の

準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
義
援
船
を
利
用
し
た
漁

に
こ
ぎ
つ
け
た
の
は
久
喜
漁
業
生

産
部
（
坂
本
訓
一
部
長
）。
６
月

21
日
に
登
録
証
が
届
く
と
、
早
速
、

資
源
調
査
を
兼
ね
た
ア
ワ
ビ
の
共

同
採
捕
を
23
日
に
設
定
し
、
待
ち

に
待
っ
た
船
出
に
備
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
当
日
は
、
あ
い
に
く
の

一日も早い本格再開を
函館市内漁業協同組合長連絡協議会　鎌田光夫  会長

元の海に戻ってほしい
函館市農林水産部　山田潤一  部長

　228 隻は善意が積み上がった結果。漁
業者、企業、行政、どれか一つでも協力
が欠けていたら実現できなかったと思い
ます。一日も早く操業し、元の海に戻っ
てほしい。久慈市の復興を願っています。

　漁業に船は欠かせません。大変な状況
に陥った漁業者の仲間のために、皆、協
力を惜しみませんでした。行政や企業な
ども思いは同じです。一日も早く漁が本
格的に再開されることを祈っています。

函
館
市
の
思
い
―

　

６
月
５
日
８
時
、
磯
船
を
積
ん

だ
台
船
は
「
が
ん
ば
れ
東
北
!!　

が
ん
ば
れ
久
慈
!!
」
の
横
断
幕
を

掲
げ
て
久
慈
港
に
入
港
し
ま
し
た
。

　

岸
壁
に
は
、
山
内
市
長
や
皀
組

合
長
な
ど
約
60
人
。
函
館
市
の
熱

い
、
熱
い
支
援
に
よ
っ
て
実
現
し

た
待
望
の
船
の
到
着
に
目
頭
を
熱

く
し
ま
し
た
。

　

着
岸
後
、
函
館
市
内
漁
業
協
同

組
合
長
連
絡
協
議
会
会
長
を
務
め

る
南
か
や
べ
漁
協
の
鎌
田
光
夫
組

合
長
が
目
録
を
贈
呈
。
受
け
取
っ

た
皀
組
合
長
は
「
組
合
員
一
同
、

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
言
葉
一
つ
一
つ
に
力
を
込

め
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

　

山
内
市
長
は
「
漁
師
に
と
っ
て

家
族
同
然
で
、
命
で
も
あ
る
船
を

届
け
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。
こ
ん
身
の
力
を
込
め
て

復
興
を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
決

意
。
山
内
市
長
と
皀
組
合
長
は
、

鎌
田
組
合
長
や
函
館
市
の
関
係
者
、

輸
送
し
て
き
た
作
業
員
一
人
一
人

と
固
く
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

磯
船
は
一
隻
一
隻
ク
レ
ー
ン
で

つ
り
上
げ
て
慎
重
に
港
へ
。
降
ろ

さ
れ
た
磯
船
に
は
両
市
の
市
章
を

あ
し
ら
っ
た
「
函
館
義
援
船
」
の

ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
ま
し
た
。

　

漁
業
者
は
、
磯
船
に
歩
み
寄
っ

て
感
触
を
確
か
め
る
と
、
自
然
と

明
る
い
表
情
に
。
船
は
漁
業
者
に

希
望
と
復
興
へ
の
さ
ら
な
る
意
欲

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

輸
送
作
業
は
当
初
予
定
し
て
い

た
６
月
12
日
ま
で
の
日
程
を
８
日

ま
で
に
短
縮
。
１
日
で
も
早
く
届

け
た
い
―
と
の
思
い
か
ら
、
連
日
、

磯
船
が
運
び
こ
ま
れ
ま
し
た
。

　

８
日
の
最
終
便
は
８
時
に
作
業

開
始
。
作
業
員
は
、
こ
の
日
も
集

中
し
磯
船
を
降
ろ
し
続
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
降
ろ
さ
れ
た
の
は
「
大

漁
丸
」
と
い
う
名
の
磯
船
。
２
２

８
隻
目
は
復
興
へ
の
希
望
を
感
じ

さ
せ
ま
し
た
。
最
後
に
作
業
員

届
け
ら
れ
た
船
と
希
望

１／固く握手を交わす皀組合長（左）と鎌田組合長。
　力が込められた両手に強い思いが感じられます
２／一隻一隻、慎重に岸壁に降ろされる船
３／待望の船が到着し、漁業者の表情は自然と明る
　く。船は希望と復興への意欲も届けました

待
望
の
船 

久
慈
に

３

２

１

は
、「
頑
張

っ
て
く
だ
さ

い
！
」
と
エ

ー
ル
。
漁
業

復
興
を
願
い

久
慈
港
を
後

に
し
ま
し
た
。

最
後
の
船
は「
大
漁
丸
」

228 隻目には大漁丸の名が

大
雨
。
さ
ら
に
７
時
の
出
漁
直
前

の
６
時
53
分
に
は
津
波
注
意
報
が

発
表
さ
れ
、
漁
の
開
始
は
注
意
報

解
除
後
の
８
時
過
ぎ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
漁
が
で
き
る
喜
び

か
ら
漁
業
者
の
表
情
は
晴
れ
晴
れ
。

皆
、
意
気
揚
々
と
船
を
操
縦
し
、

海
に
出
て
い
き
ま
し
た
。

　

３
隻
が
ダ
イ
バ
ー
を
乗
せ
て
ア

ワ
ビ
を
採
り
、
１
隻
が
岸
壁
ま
で

ア
ワ
ビ
を
運
搬
、
岸
壁
で
は
選
別

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
船
の
上
で

「
や
っ
ぱ
り
海
は
良
い
」
と
口
を

そ
ろ
え
る
漁
業
者
。
ダ
イ
バ
ー
が

網
い
っ
ぱ
い
に
ア
ワ
ビ
を
採
っ
て

上
が
っ
て
く
る
と
、
表
情
を
ゆ
る

ま
せ
て
喜
び
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

津
波
で
資
源
量
の
減
少
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
約
５
時
間
で
平

年
並
み
と
な
る
６
６
５
㌔
を
水
揚

げ
。
肉
厚
の
ア
ワ
ビ
は
昨
年
よ
り

も
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
本
部
長
は
「
函
館
か
ら
の
義

援
船
の
お
か
げ
だ
よ
。
義
援
船
が

な
か
っ
た
ら
、
い
つ
漁
に
出
ら
れ

た
か
見
当
も
つ
か
な
い
。
次
は
ウ

ニ
と
ホ
ヤ
だ
ね
。
津
波
の
後
で
、

ど
れ
だ
け
資
源
が
残
っ
て
い
る
か
、

ま
だ
不
安
は
あ
る
け
れ
ど
、
何
と

か
み
ん
な
で
や
っ
て
い
く
よ
」
と

力
強
く
前
を
向
い
て
い
ま
し
た
。

　

24
日
は
二
子
漁
業
生
産
部
（
中

平
武
雄
部
長
）
で
も
義
援
船
を
利

用
し
た
ウ
ニ
漁
を
実
施
。
他
の
漁

業
生
産
部
で
も
、
義
援
船
の
登
録

が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
漁
業
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
船
が
届
き
、

本
格
的
な
漁
の
め
ど
が
立
ち
は
じ

め
、
徐
々
に
浜
に
活
気
と
笑
顔
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
窮
地
に
立
た

さ
れ
た
久
慈
市
の
漁
業
。
函
館
か

ら
届
け
ら
れ
た
義
援
船
は
追
い
風

と
な
り
、
復
興
に
向
け
て
立
ち
上

が
る
漁
業
者
を
強
力
に
後
押
し
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

追
い
風
を
背
に
受
け
て
、
さ
ら

に
力
強
く
復
興
へ
―
。
漁
業
者
は

感
謝
と
喜
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
漁
に
出
続
け
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

喜
び 

活
気
戻
る
浜

初
の
漁
に
意
気
揚
々

感
謝
し
力
強
く
復
興
へ

１
２

３

１／ダイバーがアワビを船に
２／採れたアワビはずっしり。
　ぐっと力を込めて運搬船に積
　み替えます
３／岸壁でアワビを受け取った
　後は、すぐさま出荷に向けた
　選別作業。手際よく作業を進
　めます

義援船の船出
アワビ採り
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森
岩
忠
吉
▼
四
役
義
一
▼
六

戸
善
竣
【
東
京
都
】
▼
（
株
）
タ
ウ
ン

ク
ラ
イ
ヤ
ー
▼
井
内
テ
イ
▼
今
井
康
邦

▼
栗
田
信
三
▼
福
原
久
之
▼
藤
原
ス
ミ

▼
山
崎
慶
子
▼
山
舘
健
太
▼
和
光
新
二

【
神
奈
川
県
】
▼
岩
手
県
立
久
慈
高
等

学
校
同
窓
会
▼
片
山
▼
神
林
洋
行
▼
外

舘
正
勝
▼
外
舘
三
男
【
岐
阜
県
】
▼
高

橋
信
作
▼
高
橋
富
士
雄
【
愛
知
県
】
▼

メ
イ
サ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ス
ク
エ
ア
87
―
56
会
員
一
同
▼

野
場
賢
一
【
大
阪
府
】
▼
藍
野
学
院
短

期
大
学
専
攻
科
【
兵
庫
県
】
▼
一
般
社

団
法
人
農
家
の
売
り
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼
白
石
健
二
▼
亘
佳
子
【
和
歌
山
県
】

▼
写
経
の
友
橘
【
広
島
県
】
▼
瀧
本
康

子
【
愛
媛
県
】
▼
野
井
和
光
【
福
岡
県
】

▼
（
株
）
廣
瀬
産
業
海
事
工
業
所

■
県
内
■

【
盛
岡
市
】
▼
宇
部
一
敬
【
奥
州
市
】

▼
川
端
裕
子
【
滝
沢
村
】
▼
盛
岡
大
学

短
期
大
学
部
【
軽
米
町
】
▼
軽
米
町

議
会
【
洋
野
町
】
▼
北
村
映
画
社
▼

０
１
９
４
エ
リ
ア
女
性
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
▼
ユ
ー
ト
ピ
ア
白
滝
・
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
満
天
・
慈
恵
会
指
定
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
職
員
一
同
【
そ
の
他
】

▼
匿
名
１
件

■
市
内
■

【
企
業
・
団
体
】
▼
岩
手
県
看
護
連
盟

県
北
支
部
▼
宇
部
町
北
の
越
町
内
会
▼

宇
部
町
日
向
町
内
会
▼
宇
部
町
本
町
町

被災者への救援支援物資、義援金、市への寄付金

５月 11日～６月 10日受付分

　東日本大震災で大きな被害を受けた
本市に、多くの救援支援物資や義援金、
市への寄付金が、全国各地から寄せら
れました。５月 11 日～６月 10 日まで
に受け付けた分は次のとおりです。（敬
称略）熱い支援ありがとうございます。熱い支援に感謝

ウ
キ
ョ
ウ
ミ
ヤ
コ
ド
ウ
キ
ョ
ウ
カ
イ

【
個
人
】
▼
イ
ノ
ウ
・
ヨ
シ
オ
▼
オ

オ
サ
ワ
・
ヒ
ロ
キ
▼
オ
オ
ミ
ナ
ミ
・

サ
キ
コ
▼
キ
ベ
・
タ
ケ
シ
▼
コ
ス

ギ
・
タ
カ
シ
▼
サ
ワ
グ
チ
・
ト
ヨ
コ

▼
シ
ミ
ズ
バ
タ
・
ヨ
ウ
イ
チ
▼
ス
ギ

ヤ
マ
・
ユ
ウ
コ
▼
タ
カ
ハ
シ
・
マ
コ

ト
▼
タ
テ
ハ
タ
・
ユ
リ
▼
タ
ナ
カ
・

ケ
イ
コ
▼
タ
ナ
カ
・
フ
カ
シ
▼
ツ
シ

マ
・
エ
ミ
▼
ナ
カ
ム
ラ
・
ゲ
ン
ジ
▼

ニ
シ
ム
ラ
・
ト
シ
エ
▼
バ
バ
・
エ
ツ

コ
▼
ハ
ヤ
シ
・
ケ
イ
コ
▼
ヒ
ロ
ツ

ジ
・
マ
サ
ト
▼
マ
サ
キ
・
ア
キ
オ
▼

ム
ラ
カ
ミ
・
ア
キ
ラ
▼
ヤ
マ
モ
ト
・

ミ
ユ
キ
▼
ヨ
ネ
イ
・
ユ
カ
コ
▼
匿
名

１
件

■
県
外
■

【
青
森
県
】
▼
企
業
組
合
か
ぶ
あ
が

り
【
秋
田
県
】
▼
鹿
角
市
【
新
潟
県
】

▼
小
千
谷
市
【
東
京
都
】
▼
東
亜
道

路
工
業
㈱
▼
武
蔵
野
工
業
㈱
▼
日
本

郵
政
募
金
会
▼
山
田
和
美
▼
佐
藤
雅

一
▼
伊
藤
あ
り
す
▼
【
愛
知
県
】
▼

三
船
毅【
大
阪
府
】
▼
菊
原
光
治【
そ

の
他
】
▼
匿
名
５
件

■
県
内
・
市
内
■

▼
久
慈
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼
久
慈

ユ
ネ
ス
コ
協
会
▼
（
社
）
岩
手
県
建

築
士
会
久
慈
支
部
▼
久
慈
市
管
工
事

業
協
同
組
合
青
年
部
▼
㈱
久
慈
設
計

久
慈
▼
（
株
）
ア
イ
シ
ー
エ
ス

※可能な限り、支援者からの申し出などに基づいて掲載しましたが、名称などに間違いがあ
ることも考えられます。申し訳ございませんが、ご了承くださいますようお願いいたします

■
県
外
■

【
北
海
道
】
▼
（
株
）
か
ん
だ
▼
竹
内

稔
枝
【
秋
田
県
】
▼
鹿
角
市
議
会
鹿
真

会
【
栃
木
県
】
▼
髙
根
俊
秋
【
埼
玉
県
】

▼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
【
東
京
都
】
▼
（
株
）

シ
ミ
ズ
オ
ク
ト
【
静
岡
県
】
▼
ヤ
マ
ハ

発
動
機
（
株
）【
福
岡
県
】
▼
田
中
美

子■
県
内
■

【
盛
岡
市
】
▼
（
社
）
岩
手
県
薬
剤
師

会■
市
内
■

【
企
業
・
団
体
】
▼
オ
ー
ラ
ン
ド
オ
プ

チ
カ
ル
（
眼
鏡
市
場
久
慈
店
）

■
県
外
■

【
宮
城
県
】
▼
新
明
和
工
業
（
株
）
東

北
支
店
【
埼
玉
県
】
▼
関
口
清
【
千
葉

県
】
▼
川
鉄
久
慈
会
▼
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー

ム
（
株
）
▼
池
野
健
▼
大
渡
長
吉
▼
小

内
会
▼
枝
成
沢
町
内
会
▼
エ
ル
コ
リ
ー

ヌ
▼
大
平
納
税
貯
蓄
組
合
▼
小
国
自

治
会
▼
長
内
中
学
校
生
徒
会
▼
（
株
）

神
成
電
気
商
会
▼
久
慈
歯
科
医
師
会

▼
（
社
）
久
慈
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
▼
久
慈
市
保
健
推
進
委
員
連
絡
協

議
会
▼
久
慈
青
年
の
船
の
会
▼
（
株
）

久
慈
物
産
市
場
▼
（
株
）
久
慈
ミ
ル
ク

セ
ン
タ
ー
▼
久
慈
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク

ラ
ブ
▼
桑
畑
町
内
会
▼
小
久
慈
老
人
ク

ラ
ブ
▼
小
倉
山
駒
形
神
社
祭
典
実
行
委

員
会
▼
幸
町
町
内
会
▼
侍
浜
町
本
町
町

内
会
▼
（
株
）
サ
ン
エ
イ
ア
ル
ミ
▼
桂

の
水
車
ふ
る
里
ま
つ
り
実
行
委
員
会
▼

ス
イ
ミ
ン
グ
友
の
会
▼
外
屋
敷
町
内
会

▼
髙
橋
治
巳
税
理
士
事
務
所
▼
繫
自
治

会
▼
夏
井
中
学
校
生
徒
会
▼
（
株
）
ヒ

カ
リ
総
合
交
通
従
業
員
一
同
▼
平
庭
観

光
開
発
（
株
）
▼
平
庭
山
荘
募
金
箱
▼

（
有
）
ヘ
イ
ハ
ン
印
刷
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
ホ
ッ
ト
タ
ウ
ン
▼
向
屋
敷

自
治
会

【
個
人
】
▼
朝
岡
清
吉
▼
神
成
隆
一
▼

外
舘
吉
右
衛
門

【
そ
の
他
】
▼
匿
名
３
件

■
海
外
■

【
ア
メ
リ
カ
】
▼
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

Ａ
Ｍ

Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ　

Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｙ　

Ｏ

Ｆ　

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ａ
（
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
日
米
協
会
）
▼
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｃ　

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｅ　

Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

Ｏ
Ｌ
（
学
校
）

■
口
座
振
替
■

【
企
業
・
団
体
】
▼
カ
イ
ゾ
ウ
イ
ン
▼

カ
ネ
タ
ブ
ツ
リ
ュ
ウ
▼
ヂ
ド
リ
ヤ
▼
ト

Ｑ．亡き父の借金は
　　どうすれば？

　津波で亡くなった父に
は借金がありました。
　この借金は返さないと
いけないのでしょうか？

Ａ．相続放棄をした
　　方がいい場合も

　プラスの遺産（不動産
など）と同様に、マイナ
スの遺産（借金）も相続
されるのが原則です。
　しかしプラスの遺産よ
りもマイナスの遺産が多
い場合は、相続自体を放
棄した方がいいかもしれ
ません。
　相続放棄は、相続が開
始されることを知ったと
きから３カ月以内（ただ
し、この期間を延ばす法
律が国会で審議中）に裁
判所で手続きをとる必要
があります。
　なお「相続開始を知っ
たとき」とは、「借金が
あることを知ったとき」
という解釈も可能ですの
で、必ずしも津波の被害
にあった３月 11 日には
限りません。

生活トラブル

Ｑ＆Ａ
久慈ひまわり基金

法律事務所（☎ 61-1818）
峯田幹大弁護士

災害に関する

寄
付
金

東日本大震災関係
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

【振込】
岩手銀行久慈中央支店
普通預金 2057188
久慈市地震災害義援金

※入金前に下記まで
連絡をお願いします

社会福祉課☎ 52 － 2119

【現金】
市役所で受け付け中

義
援
金

救
援
支
援
物
資

　

被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
の

高
速
道
路
無
料
化
を
実
施
中
で

す
。
被
災
者
な
ど
が
、
東
北
地

方
発
着
で
高
速
道
路
を
利
用
す

る
場
合
は
、
次
に
よ
り
無
料
に

な
り
ま
す
。

▼
対
象
…
東
日
本
大
震
災
に
係

　

る
被
災
証
明
書
、
り
災
証
明

　

書
を
受
け
た
人
が
乗
車
す
る

　

全
て
の
車
両

▼
実
施
期
間
…
実
施
中
（
６
月

　

20
日
）
～
当
分
、
１
年
間
を

　

予
定

▼
対
象
区
間
…
東
北
自
動
車
道

　

な
ど

高速道路は
被災者無料

問NEXCO東日本
☎ 0570-024-024
※ 24 時間ナビダイヤル

☎ 03-5338-7524
※ PHS、IP 電話用

　

住
宅
金
融
支
援
機
構
で
は
、

被
災
し
た
住
宅
の
補
修
・
再
建

費
用
を
低
金
利
で
融
資
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
建
設
・
購
入
資
金
の
融
資

　

全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊

の
、
り
災
証
明
書
を
受
け
た
人

が
、
住
宅
を
新
築
、
購
入
す
る

場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

▼
補
修
資
金
の
融
資

　

住
宅
に
10
万
円
以
上
の
被
害

を
受
け
、
り
災
証
明
書
を
受
け

た
人
が
、
自
宅
を
補
修
す
る
場

合
に
利
用
で
き
ま
す
。

被災住宅の
補修・再建
低金利で融資

問住宅金融支援機構
☎ 0120-086-353
※祝日を除く９時～ 17 時

　

市
は
現
在
、「
久
慈
市
復
興

計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
復
興
を
計
画

的
に
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

事
業
者
が
希
望
を
持
て
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

上
表
の
日
程
で
、
計
画
の
策

定
に
向
け
た
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

※
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
他

　

地
区
対
象
の
日
で
も
参
加
可

※
９
日
の
意
見
交
換
会
で
は
冒

　

頭
で
津
波
映
像
を
流
し
ま
す

市復興計画の
策定に向けて
ご意見を

問政策推進課
☎ 52-2115

三角点を再測量 　国土交通省国土地理院では、東日本大震災によって変
動した三角点・水準点の再測量を８月中旬まで行います。
作業は業者に委託。作業者はオレンジ色のベストを着用
しています。作業へのご理解とご協力をお願いします。問政策推進課☎ 52-2115

▼
対
象
…
自
動
車
が
被
災
し
た

　

人
で
、
自
動
車
を
購
入
し
て

　

い
な
い
30
歳
以
上
（
た
だ
し

　

ゴ
ー
ル
ド
免
許
所
有
者
）

▼
車
両
…
ト
ヨ
タ
・
ア
ベ
ン
シ

　

ス
（
ワ
ゴ
ン
）
１
台

　

平
成
19
年
登
録

　

走
行
距
離
９
万
４
千
㎞

▼
リ
ー
ス
期
間
…
２
年
間

▼
申
込
期
限
…
７
月
20
日（
水
）

　

希
望
者
に
申
込
用
紙
を
お
送

　

り
し
ま
す
。
応
募
多
数
の
場

　

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
燃
料
代
、
オ
イ
ル
交
換
、
消

　

耗
品
な
ど
は
使
用
者
の
負
担

被災者に
自動車１台
無償リース

問社会福祉課
☎ 52-2119

２０１1.7.１号� 67� 広報くじ№128

≪意見交換会の日時・会場など≫
日時 会場 対象地区

７／６ ( 水 )18:30 ～ 漁協夏井出張所 夏井
７／９ ( 土 )15:00 ～ 市役所３階大会議室 全地区
７／ 11( 月 )14:00 ～ 防災センター 各種団体等

７／ 11( 月 )18:30 ～ 防災センター 長内元木沢・
玉の脇 ( ※ )

７／ 14( 木 )18:30 ～ 久喜公民館 久喜地区
７／ 15( 金 )18:30 ～ 中央公民館湊分館 久慈湊

※ 11 日 18:30 からの対象は、大尻・小袖地区の被災世帯を含みます
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12
都
道
府
県
で
計
２
万
８
千
人

以
上
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出

し
た
東
日
本
大
震
災
。
想
像
を
絶

す
る
大
災
害
は
、
久
慈
市
に
も
深

く
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　

気
象
庁
が
観
測
し
た
久
慈
港
の

津
波
の
高
さ
は
8.6
㍍
。
市
の
調
査

で
は
、
久
喜
漁
港
で
津
波
が
推
定

27
㍍
遡
上
、
市
全
体
の
浸
水
面
積

は
約
2.8
㎞２

と
な
っ
て
い
ま
す
。
観

測
地
点
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り
ま

す
が
、
津
波
の
高
さ
は
他
の
市
町

村
と
同
等
程
度
、
浸
水
面
積
は
37

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
野
田
村
以
上

と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
市
の
死
者
・
行
方
不
明

避
難
力

分
析

災
害
時
、わ
た
し
た
ち
の
生
死
を
分
け
る「
避
難
」。

全
国
で
多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ
た
東
日
本

大
震
災
を
機
に
、
ま
ち
全
体
の
防
災
意
識
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
意
識
が
変
わ
れ
ば
行
動
も
変
わ

り
ま
す
。い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
の
避
難
力
を
、

さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
13
㌻
ま
で
）

命
を
守
る

者
は
計
６
人
。
多
く
の
尊
い
命
が

奪
わ
れ
た
他
の
沿
岸
市
町
村
と
は
、

被
害
状
況
が
異
な
り
ま
し
た
。

　

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
も
状
況
は
異

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

整
備
中
の
湾
口
防
波
堤
や
防
潮

堤
な
ど
の
津
波
防
災
施
設
が
機
能

し
た
の
に
加
え
、
海
岸
に
平
野
が

少
な
い
本
市
。
そ
れ
は
海
岸
部
か

ら
高
台
ま
で
の
距
離
が
短
く
、
津

波
か
ら
避
難
し
や
す
い
地
形
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
今
回
は
地
震
の
震
源
地
が

三
陸
沖
（
宮
城
県
東
部
）
だ
っ
た

た
め
沿
岸
南
部
よ
り
津
波
の
到
達

が
後
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
た

ち
は
避
難
す
る
時
間
に
多
少
の
猶

予
が
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
他
の

市
町
村
で
大
津
波
が
押
し
寄
せ
て

い
る
と
い
う
情
報
を
ラ
ジ
オ
な
ど

で
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

施
設
に
地
形
、
時
間
、
情
報
と
、

条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
た
本
市
。
し

か
し
最
も
肝
心
な
「
避
難
」
が
遅

れ
て
い
た
ら
、
人
的
被
害
は
何
倍
、

何
十
倍
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
回
の
被
害
規
模
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
、
す
ば
や
い
避

難
に
裏
付
け
さ
れ
た
も
の
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

大
震
災
が
発
生
し
た
３
月
11
日
、

大
津
波
警
報
の
発
表
と
同
時
に
沿

岸
地
区
１
４
８
９
世
帯
４
３
０
０

人
に
避
難
指
示
。
消
防
職
員
と
消

防
団
員
は
、
直
ち
に
水
門
閉
鎖
と

避
難
誘
導
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

半
崎
方
面
の
避
難
誘
導
を
担
当

し
た
宮
澤
憲
光
消
防
士
長
は
、
住

民
の
避
難
状
況
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
大
き
く
、
長
く
揺
れ
た
地
震

で
異
常
を
感
じ
た
か
ら
か
、
避
難

は
今
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど

の
早
さ
で
し
た
。
普
段
の
よ
う
な

避
難
の
ス
ピ
ー
ド
で
は
、
も
っ
と

人
的
被
害
が
大
き
く
な
っ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

　

長
内
方
面
の
避
難
誘
導
に
あ
た

っ
た
佐
々
木
昭
二
消
防
司
令
補
は
、

課
題
も
あ
っ
た
と
指
摘
し
ま
す
。

　
「
ほ
と
ん
ど
の
人
が
避
難
済
み

で
し
た
が
、
中
に
は
防
災
行
政
無

線
で
放
送
し
て
も
、
私
た
ち
が
避

難
を
指
示
し
て
も
、
な
か
な
か
逃

げ
な
い
人
も
い
ま
し
た
。
も
し
避

難
で
き
る
高
台
が
近
く
に
な
か
っ

た
ら
、
津
波
の
被
害
に
あ
っ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。

　

生
死
を
分
け
る
防
災
意
識
と
避

難
の
的
確
さ
。
そ
の
重
要
性
は
大

震
災
で
よ
り
明
白
に
な
り
ま
し
た
。

久慈消防署
　佐々木昭二消防司令補

久慈消防署
　宮澤憲光消防士長

●久慈港…津波の高さ　
　8.6㍍（気象庁観測）

●久喜漁港…津波が遡上
　した高さ推定 27㍍
　（市調査）

≪久慈市・津波の観測状況と人的被害≫

津
波
は
同
等
と
推
定

そ
ろ
っ
て
い
た
条
件

見
た
こ
と
な
い
早
さ

普段通りの避難では
もっと被害が

逃げなかった人
高台なければ被害に

現
場
の
証
言

＜６月３日現在の人的被害＞
死亡 行方不明 重傷 軽傷
４人 ２人 ２人 ８人

※死亡のうち１人は市外で被害

≪県内他市町村との比較≫

●津波到達時刻　久慈市 15:32（久慈港実測）
　◆宮  古  市　15:26（気象庁観測点最大波）
　◆大船渡市　15:18（同）

●浸水面積    久慈市約 2.8k㎡ ( 市調査 )
　◆１k㎡…洋野町・普代村ほか◆２k㎡…野田
　村◆４k㎡…大槌町◆５k㎡…山田町◆７k㎡…
　釜石市◆８k㎡…大船渡市◆ 10k㎡…宮古市◆
　13k㎡…陸前高田市　（国土地理院調査概略）

東
日
本
大
震
災
に

み
る
避
難
の
状
況

６月 15 日の津波避難訓練で、手を取り、
助け合って金刀比羅神社に向かう住民
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を
約
４
㎞
遡
上
し
た
こ
と
を
受
け
、

海
岸
水
門
に
加
え
て
河
川
水
門
の

閉
鎖
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
し
た
住
民
の
人
数
は
、
昨

年
度
の
1.7
倍
と
な
る
約
１
４
０
０

人
。
消
防
団
員
や
関
係
者
な
ど
を

含
め
た
総
参
加
者
数
は
１
８
７
２

人
で
、
意
識
の
変
化
が
確
か
な
数

字
で
表
れ
ま
し
た
。

　

金
刀
比
羅
神
社
を
避
難
場
所
と

す
る
湊
町
・
源
道
地
区
で
は
、
市

消
防
団
第
２
分
団
と
久
慈
湊
地
区

自
主
防
災
会
が
協
力
し
な
が
ら
、

熱
の
こ
も
っ
た
訓
練
を
展
開
。
防

災
行
政
無
線
が
大
津
波
警
報
の
発

表
を
知
ら
せ
る
と
、
地
域
の
人
た

ち
は
真
剣
な
表
情
で
次
々
と
避
難

場
所
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

例
年
に
比
べ
、
特
に
目
立
っ
た

の
は
小
・
中
学
生
。
避
難
者
数
は

潮
堤
は
越
え
な
い
と
思
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
呼
び
掛
け
て
も
な
か
な

か
避
難
し
な
い
人
も
い
ま
し
た
」。

　

地
震
発
生
時
、
会
議
で
市
漁
協

に
い
た
川
戸
道
分
団
長
。
久
喜
に

到
着
し
た
と
き
、
高
台
か
ら
津
波

の
第
一
波
が
見
え
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
防
潮
堤
に
は
人
の
姿
。
死
な

せ
た
く
な
い
の
一
心
で
必
死
に
叫

び
、
無
理
矢
理
避
難
さ
せ
ま
し
た
。

直
後
、
津
波
が
防
潮
堤
を
５
㍍
以

上
越
え
て
襲
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
８
～
９
㍍
の
高
波
が
来
て

も
無
事
だ
っ
た
防
潮
堤
。
今
回
は

過
去
の
経
験
が
ま
っ
た
く
当
て
は

ま
ら
な
い
津
波
で
し
た
」。

　

紙
一
重
で
人
的
被
害
を
食
い
止

め
た
久
喜
地
区
。
川
戸
道
分
団
長

は
、
そ
の
要
因
を
分
析
し
ま
す
。

　
「
人
的
被
害
を
防
げ
た
の
は
避

難
訓
練
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
す
ぐ
逃
げ
な
か
っ
た
人
が

い
た
の
も
事
実
。
一
つ
の
教
訓
で

す
。
地
震
が
収
ま
っ
た
ら
す
ぐ
避

難
す
る
こ
と
を
皆
が
徹
底
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」。

　

避
難
徹
底
。
痛
感
し
た
の
は
消

防
団
員
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　

津
波
が
推
定
27
㍍
も
遡
上
し

た
久
喜
地
区
。
地
震
後
、
市
消

防
団
第
９
分
団
は
川
戸
道
達た

つ

三ぞ
う

分
団
長
の
指
示
を
受
け
、
す
ぐ

に
水
門
を
閉
鎖
し
、
必
死
に
避

難
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

同
分
団
の
廣
崎
三み

つ

正ま
さ

班
長
は

振
り
返
り
ま
す
。

　
「
皆
、
助
け
合
っ
て
避
難
し

て
い
ま
し
た
。
足
が
不
自
由
な

人
な
ど
以
外
は
、
ほ
ぼ
徒
歩

だ
っ
た
の
で
避
難
路
も
ス
ト
ッ

プ
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
防

Case1 久喜地区

Case2 国家石油備蓄基地
　

管
理
棟
を
除
く
全
て
の
地
上
施

設
が
津
波
で
破
壊
さ
れ
た
久
慈
国

家
石
油
備
蓄
基
地
。
す
さ
ま
じ
い

被
害
の
一
方
、
勤
務
し
て
い
た
55

人
全
員
が
被
害
を
免
れ
ま
し
た
。

　

大
津
波
警
報
の
発
表
後
、
直
ち

に
構
内
放
送
で
避
難
指
示
。
職
員

は
石
油
を
貯
蔵
す
る
地
下
岩
盤
タ

ン
ク
の
防
潮
扉
を
閉
鎖
し
、
社
用

車
へ
の
相
乗
り
と
、
徒
歩
の
２
手

に
分
か
れ
て
半
崎
集
会
所
へ
。
重

要
施
設
の
安
全
管
理
を
全
う
し
た

上
で
、
15
時
10
分
ま
で
に
全
員
が

避
難
を
終
え
ま
し
た
。

　

同
基
地
事
務
所
の
青
山
正
幸
所

長
は
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
無
事
だ
っ
た
の
は
積
み
重
ね

て
き
た
避
難
訓
練
の
成
果
で
す
。

職
員
は
異
動
で
入
れ
替
わ
り
も

激
し
い
。
全
員
の
意
識
を
高
め

る
た
め
に
も
訓
練
を
続
け
る
こ

と
は
重
要
で
す
」。

　

今
後
の
津
波
を
想
定
し
４
月

28
日
に
は
早
速
、
避
難
訓
練
を

実
施
。
避
難
完
了
は
過
去
最
短

の
６
分
30
秒
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

日
本
地
下
石
油
備
蓄
久
慈
事

業
所
の
大お

お

藤と
う

友ゆ
う

詳し
ょ
う

所
長
は
、
さ

ら
に
気
を
引
き
締
め
ま
す
。

　
「
ま
た
い
つ
か
津
波
は
来
る
。

久
慈
近
海
が
震
源
地
だ
っ
た
場

合
、
津
波
は
あ
っ
と
い
う
間
に

襲
っ
て
き
ま
す
。
今
回
と
同
じ

避
難
で
は
無
事
で
は
済
ま
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
早

い
避
難
の
徹
底
が
必
要
で
す
」。

　

震
災
に
よ
っ
て
、
意
識
は
さ

ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

避難徹底
さらに必要

市消防団第９分団

川戸道達三分団長

消防団第９分団

廣崎三正班長

あの日、各地区では
どのように避難をし
何を感じたのか―
久喜地区と、久慈国家
石油備蓄基地の避難状
況について伺いました

避
難
に
必
死
の
叫
び

訓
練
が
被
害
を
防
ぐ

直
ち
に
指
示
・
避
難

意
識
さ
ら
に
高
ま
る

もっと早い
避難徹底を
　

日本地下石油備蓄
久慈事業所

大藤友詳所長

積み重ねた
訓練の成果

久慈国家石油備蓄
基地事務所

青山正幸所長

２
０
０
人
を
超
え
、
避
難
場
所
は

あ
っ
と
い
う
間
に
人
で
埋
め
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。
閉
会
前
に
は
、
過
去
の

津
波
と
今
回
の
大
震
災
の
犠
牲
者
に

黙
と
う
。
参
加
者
は
津
波
の
恐
ろ
し

さ
と
、
避
難
の
大
切
さ
を
胸
に
刻
み

込
み
ま
し
た
。

　

家
族
で
避
難
し
た
70
代
女
性
は
意

識
の
変
化
を
口
に
し
ま
す
。

　
「
３
月
11
日
は
本
当
に
怖
か
っ
た
。

あ
ん
な
津
波
は
今
ま
で
見
た
こ
と
が

な
い
。
今
日
も
す
ぐ
に
家
を
出
て
き

ま
し
た
。
で
も
一
番
変
わ
っ
た
の
は

子
ど
も
た
ち
で
す
。
ひ
孫
は
普
段
か

ら
避
難
に
備
え
て
持
ち
物
を
準
備
し

て
い
ま
す
し
、
今
日
も
手
を
引
い
て

避
難
場
所
ま
で
連
れ
て
き
て
く
れ
ま

し
た
」。

　

恐
ろ
し
い
経
験
を
機
に
、
津
波
に

対
す
る
心
構
え
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
に
浸
透
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

悲
し
い
犠
牲
を
一
人
と
し
て
出

さ
な
い
た
め
に
―
。

　

市
は
明
治
三
陸
地
震
津
波
（
１

８
９
６
年
）
が
発
生
し
た
６
月
15

日
、
大
津
波
警
報
を
想
定
し
た
津

波
避
難
訓
練
を
沿
岸
地
区
の
住
民

を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
昨
年
度
開
催
し
た

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
や
、

東
日
本
大
震
災
で
の
被
害
状
況
を

踏
ま
え
、
避
難
場
所
と
避
難
経
路

を
一
部
修
正
。
今
回
、
津
波
が
川

助け合いが絶対に必要
市消防団第２分団　中平高男  分団長

1.7
倍 

意
識
が
数
字
に

幅
広
い
世
代
に
浸
透

200 人以上が避難した金刀比羅神社

犠牲者に黙とうをささげる中学生

いつ来るか分からない
久慈湊地区自主防災会　村上雅夫  副会長

　昔から津波の危機意識が高い久慈湊地
区。わたし自身、小さいころに聞いた津
波の話が心に残っています。いつ来るか
分からない津波。これからもしっかりと
備えを考えていかなければいけません。

　震災時も避難が早く、人的被害がなか
った久慈湊地区。今回の訓練で、さらに
意識の高まりを感じました。ただ災害は
どんな状況で起きるか分かりません。避
難時も、助け合いが絶対に必要です。

緩
め
な
い
警
戒
心
―

避難場所の金刀比羅神社に向かう住民

変
化

津
波
避
難
訓
練
に

表
れ
た
意
識
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な
り
、
河
川
か
ら
も
溢
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
う
な
れ
ば
防
災
セ
ン
タ

ー
や
市
役
所
は
も
ち
ろ
ん
、
中
心

市
街
地
ま
で
も
が
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
久
慈
市
は
、
紙
一
重
の
と
こ
ろ

で
行
政
機
能
や
中
心
部
が
助
か
っ

た
の
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
津
波
な
ど
の
自

然
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
湾
口
防
波
堤
や
防
潮
堤
は
、
津

波
の
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
完
成
す
る
ま
で
に
は
、

ど
う
し
て
も
時
間
と
費
用
が
掛

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
避
難
は
、
一
人
一
人
が

意
識
を
持
ち
、
助
け
合
え
ば
、
今

す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
で
す
。
す
ば

　
東
日
本
大
震
災
で
久
慈
市
は
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
迅

速
な
避
難
行
動
に
よ
り
、
人
的
被

害
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
た
だ
発
生
時
は
、
震
源
地
が
三

陸
沖
（
宮
城
県
東
部
）
で
津
波
到

達
ま
で
に
時
間
が
あ
り
、
日
中
で

避
難
可
能
だ
っ
た
こ
と
や
、
海
の

潮
位
が
干
潮
に
近
い
状
態
だ
っ
た

こ
と
な
ど
、
条
件
が
整
っ
て
い
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
こ
の
条
件
が
一
つ
で
も

欠
け
て
い
た
ら
、
な
か
な
か
逃
げ

な
か
っ
た
人
や
、
見
物
に
来
て
い

た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
に

も
被
害
に
あ
う
人
が
出
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　
ま
た
、
満
潮
時
に
津
波
が
襲
来

し
て
い
た
ら
津
波
は
さ
ら
に
高
く

や
い
避
難
は
最
も
有
効
な
災
害
対

策
な
の
で
す
。

　
そ
ん
な
中
、
津
波
避
難
訓
練
の

参
加
者
が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
は

本
当
に
心
強
い
こ
と
で
す
。

　
た
だ
、
こ
れ
を
継
続
し
て
い
か

な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ざ
と
い
う
と
き
命
を
守
る
た
め

に
は
、
普
段
か
ら
備
え
を
し
、
家

族
で
避
難
方
法
を
話
し
合
う
な
ど
、

防
災
意
識
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　「
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
で
は
な
く

「
危
な
い
か
も
し
れ
な
い
」。
津
波

の
恐
ろ
し
さ
と
、
避
難
の
大
切
さ

を
絶
対
に
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

10
年
先
、
20
年
先
は
も
ち
ろ
ん
、

今
日
、
津
波
が
来
な
い
と
い
う
保

障
も
一
切
な
い
の
で
す
か
ら
―
。

乗り切るための

準備を

　東日本大震災で、特に
災害直後の避難生活が困
難なことは、多くの人が
実感したと思います。
　右は、いざというとき
必要になる非常持出品と
非常備蓄品の一例です。
非常時の生活を乗り切る
ために、普段から準備を
しておきましょう。

【非常持出品】
　非常時でも最低限必要な物を
すぐに持ち出して避難できるよ
う、普段からリュックサックな
どにまとめておきましょう。
□携帯ラジオ
□懐中電灯
□非常食（缶詰など）
□飲料水
□ろうそく
□ライター、マッチ
□ティッシュペーパー
□タオル
□ビニール袋
□ビニールシート
□着替え
□軍手
□カッパ
□救急セット
□常備薬
□現金・貴重品

【非常備蓄品】
　今回の大震災のように、災害
時は停電や断水することも考え
られます。数日間は自足できる
ように準備しておきましょう。
□食品（缶詰、インスタン
　ト食品など）
□水（１人１日あたり３㍑）
□卓上コンロ
□やかん
□燃料（ガスボンベなど）
□ラップ、アルミホイル
□紙皿、紙コップなど
□毛布、寝袋
□使い捨てカイロ
□ウェットティッシュ
□洗面用具
□バケツ
□簡易トイレ
□工具類
□自転車

１
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　市防災センター２階の防
災展示ホールでは、災害が
発生する仕組みや対策を、
体験型の展示などで分かり
やすく紹介しています。
　皆さんも防災について学
んでみませんか。
問市防災センター☎52-2173
１／タッチパネルで防災度を
チェック　２／バランス感覚
や敏捷性もテストできます

体験で防災学べます

被
害
状
況
は
紙
一
重

意
識
持
て
ば
で
き
る

防
災
意
識
の
継
続
を

す
ば
や
い
避
難
は

最
も
有
効
な
災
害
対
策

防
災
意
識
を
持
ち
続
け
て
―

避
難
の
意
識
を
高
く
―

　
　
　
　
　
　
　  

繁
名
勝
男
久
慈
消
防
署
長

訴
え　

東
日
本
大
震
災
で
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
避
難
の
重
要
性
―
。

　
他
の
沿
岸
市
町
村
と
は
地
形
や

津
波
の
到
達
時
間
な
ど
の
条
件
が

異
な
り
ま
す
が
、
人
的
被
害
の
規

模
か
ら
久
慈
市
の
避
難
は
お
お
む

ね
的
確
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
、
過
去
の
津
波
に
よ
る
被

害
を
教
訓
と
し
て
対
策
を
講
じ
て

き
た
の
は
久
慈
市
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
、
人
的
被
害
が
大

き
か
っ
た
他
の
沿
岸
市
町
村
で
も
、

長
年
、
津
波
避
難
訓
練
を
継
続
し
、

津
波
防
災
施
設
の
整
備
な
ど
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
今
回
の
津
波
は
想
定
以

上
。
震
源
地
付
近
の
沿
岸
市
町
村

な
ど
で
は
、
備
え
を
し
て
い
て
も
、

津
波
の
犠
牲
に
な
っ
た
人
も
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
人
間
の
想
像
を

は
る
か
に
超
え
る
自
然
の
猛
威
か

ら
命
を
守
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

難
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

　
大
震
災
を
機
に
、
さ
ら
に
高

ま
っ
て
い
る
防
災
意
識
。
し
か
し

油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
次
の
津
波

が
今
回
よ
り
も
小
さ
い
保
証
は
な

い
の
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
、
わ
た
し
た

ち
の
生
死
を
分
け
る
の
は
意
識
と

避
難
の
的
確
さ
。
あ
の
恐
怖
と
被

害
を
忘
れ
ず
に
防
災
意
識
を
持
ち

続
け
、
さ
ら
に
避
難
の
力
、
命
を

守
る
力
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

油
断
は
で
き
な
い

■原則、徒歩で
　自動車での避難は、渋滞で津
波に飲み込まれる危険があるだ
けでなく、緊急活動などの障が
いになる場合があります。

■隣近所に声掛けを
　お互いに声を掛け合い、助
け合って避難しましょう。

■海岸や河川には近　
　づかない
　津波が遡上してくるため河
川はとても危険です。
　また、津波は繰り返し襲っ
てきます。警報、注意報が解
除されるまで絶対に近づかな
いでください。

■遠くより高い場所へ
　津波は平地であれば遠くま
で遡上してきます。より高い
場所に避難しましょう。

津波避難の
鉄則を再確認

２０１1.7.１号� 12

久慈消防署
繁名勝男 署長

※６月 30 日付で繁名署長は定年退職
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久慈小が文部科学大臣表彰を受賞

連携で読書推進  高評価 !
　

久
慈
小
学
校
（
大
芦
賢
一
校
長

・
児
童
７
１
４
人
）
が
平
成
23
年

度
子
ど
も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践

校
に
選
ば
れ
、
文
部
科
学
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
平
成
14
年
度
か
ら
読
書

タ
イ
ム
を
設
け
、
平
成
19
年
度
に

は
図
書
の
修
繕
な
ど
を
行
う
図
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
ス
タ
ー

ト
。
読
書
の
習
慣
付
け
を
教
育
課

程
の
重
点
に
掲
げ
、
親
子
読
書
に

久慈まめぶ部屋が全国Ｂ－１出場資格を獲得

異例の大出世　久慈の名を全国に！
　

精
力
的
な
活
動
で
大
金
星
！

　

郷
土
料
理
ま
め
ぶ
汁
で
ま
ち
お

こ
し
活
動
を
展
開
す
る
久
慈
ま
め

ぶ
部
屋
（
小
笠
原
巨な

お

樹き

部
屋
頭
）

が
５
月
、
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典

「
全
国
Ｂビ

ー

―
１ワ

ン

グ
ラ
ン
プ
リ
」
の

出
場
資
格
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

同
グ
ラ
ン
プ
リ
の
出
場
条
件
は
、

主
催
団
体
の
愛
Ｂ
リ
ー
グ
に
認
め

ら
れ
正
会
員
に
な
る
こ
と
。
同
部

屋
は
昨
年
10
月
に
準
会
員
と
な
り
、

今
回
、
正
会
員
に
昇
格
。
昨
年
４

月
の
立
ち
上
げ
か
ら
、
約
１
年
で

異
例
の
大
出
世
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

５
月
23
日
、
同
部
屋
は
市
役
所

で
、
山
内
隆
文
市
長
に
喜
び
の
報

告
。
山
内
市
長
は
「
皆
さ
ん
の
努

力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
め
ぶ

部
屋
の
名
前
を
全
国
に
知
ら
し
め

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

小
笠
原
部
屋
頭
は
「
久
慈
ま
め

ぶ
汁
が
食
べ
ら
れ
る
店
を
増
や
し

た
り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
も
募
り
た
い

で
す
。
久
慈
市
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
頑
張
り
ま
す
！
」
と
意
気

込
み
を
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

東
北
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
は
９

月
17
日
・
18
日
に
青
森
市
で
、
全

国
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
は
11
月
12

日
・
13
日
に
兵
庫
県
姫
路
市
で
開

催
。
皆
さ
ん
の
熱
い
エ
ー
ル
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

構
想
か
ら
約
15
年
、
つ
い
に
か

な
っ
た
地
域
の
念
願
―
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
整
備
が
進
め

ら
れ
て
き
た
荷
軽
部
地
区
簡
易
水

道
事
業
の
全
工
事
が
本
年
３
月
に

完
了
。
６
月
19
日
、
平
庭
山
荘
で

完
成
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
祝
賀
会
に
先
立
ち
、
浄

水
場
の
見
学
会
と
、
荷
軽
部
小
学

校
の
校
庭
で
通
水
式
を
開
催
。
地

元
消
防
団
員
が
勢
い
よ
く
放
水
し

て
、
く
す
玉
を
割
る
と
、
見
守
っ

て
い
た
約
40
人
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
荷
軽
部
地
区
簡
易
水

道
整
備
促
進
協
議
会
の
石
渡
高
雄

会
長
は
「
多
く
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
念
願
の
水
道
整
備
が
完
了
し

ま
し
た
。
貴
重
な
水
を
末
代
ま
で

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。山
内
隆
文
市
長
は「
事

業
完
了
は
地
域
の
熱
意
と
協
力
が

あ
れ
ば
こ
そ
。
今
後
も
み
ん
な
で

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
、
地
域

の
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
約
60
人
は
皆
、
晴
れ

晴
れ
と
し
た
表
情
。
よ
り
安
全
で

安
心
な
水
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

も
取
り
組
む
な
ど
、
家
庭
や
地
域

と
連
携
し
て
推
進
し
て
い
る
点
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
に
よ
る
図
書
委
員
会
の
活

動
も
活
発
で
す
。
し
お
り
プ
レ
ゼ

ン
ト
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
で
図
書
の

貸
出
冊
数
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

同
委
員
会
委
員
長
の
森
岩
寿す

ず々

さ
ん
（
６
年
）
は
「
本
の
好
き
な

と
こ
ろ
は
、
い
ろ
い
ろ
学
べ
る
こ

と
。
学
校
の
み
ん
な
が
、
た
く
さ

ん
本
を
借
り
て
読
ん
で
く
れ
る
と

う
れ
し
い
で
す
」
と
ニ
コ
リ
。
久

慈
小
の
読
書
の
輪
は
、
今
後
さ
ら

に
広
が
り
そ
う
で
す
。

荷軽部地区簡易水道事業が完了

地域の念願　安全、安心の水に喜び

PICKUPNEWS

　

久
慈
湊
保
育
園
の
園
舎
改
築
落

成
記
念
式
典
は
６
月
12
日
、
開
催
。

約
80
人
が
出
席
し
、
保
育
と
交
流

拠
点
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
久
慈
湊
厚
生
会

の
下
川
原
光
昭
理
事
長
は
「
皆
さ

ん
の
努
力
に
感
謝
。
３
月
11
日
の

地
震
に
も
耐
え
る
立
派
な
園
舎
が

で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
安

全
に
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う

運
営
し
て
い
き
ま
す
」
と
意
欲
。

山
内
隆
文
市
長
と
宮
澤
憲
司
市
議

会
議
長
も
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
園
舎
の
完
成
は
３
月
、
園
庭

な
ど
を
含
め
た
全
工
事
は
５
月
末

で
完
了
。
安
全
性
を
重
視
し
た
構

造
の
新
園
舎
に
は
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
保
育
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
地
域
交
流
室
も
整

備
。
風
水
害
発
生
時
に
は
避
難
所

と
し
て
の
役
割
も
担
い
ま
す
。

　

中
田
恵
子
園
長
は
「
園
児
は
皆
、

元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
一
番
で
す
ね
」
と

表
情
を
緩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　東日本大震災で全壊した
地下水族科学館もぐらんぴ
あが８月５日(金)10時、「も
ぐらんぴあ・まちなか水族
館」として駅前（旧中村家
具店）にオープンします。
　同館の管理運営には、震
災で離職した人の再雇用を
支援する国の事業を活用。
もぐらんぴあを管理して
いた、あくあぷらんつのス
タッフ９人が現在、準備作
業を進めています。
　６月８日・９日には、さ
かなクンが応援に駆けつけ
て、壁のペンキ塗りなどを
お手伝い。同館には、さか
なクンと縁のある企業から
水槽や機材が提供されるな
ど、全国から熱い支援が寄
せられています。
　同館では海の生物などの
展示のほか、生物とのふれ
あいコーナー、手作り体験
コーナーなどを設置予定。
お楽しみの開館まで、今し
ばらくお待ちください。

団結力抜群のメンバー。意欲がみなぎります！

地域住民の注目が集まる中、行われた通水式

　久慈まめぶ部屋は、ま
めぶの家と協力して配給
や炊き出しで東日本大震
災の被災者を支援。３月
12 日、まめぶ汁 300 食を
市内避難所に提供したの
を皮切りに、県内外の市
町村を訪問して５月まで
に計 17 回活動。山田町で
は二十山親方と同後援会
も一緒に活動しました。

まめぶ汁で被災者支援

久慈湊保育園の新園舎が完成

保育と交流拠点  誕生祝う

あいさつで、熱い思
いを込めた石渡会長

本が大好き！　（左から）図書委員の嵯峨日和さん
（６年）、金澤英理香さん（５年）、森岩寿々さん（６

年）、宇部翔馬くん（同）、谷地彪流くん（５年）

式辞で感謝を表す下川原理事長

　 今、 久 慈 小 で
は、男子には「か
いけつゾロリ」シ
リーズ、女子には

「なんでも魔女商
会」シリーズが人
気とのことです。

■事業費　７億 8,600 万円
■事業の認可年月日
　平成 20 年３月６日
■工期　平成 20 ～ 22 年度
■計画給水人口
　330 人（102 戸）
■計画給水量（１日）
　平均 69㎥・最大 89㎥
■配水管総距離　14.4㎞
■給水開始年月日
　平成 23 年３月 28 日

事業の概要

人気
図書

もぐらんぴあ
が街なかに！

現
在
、開
館
準
備
中

荷軽部簡易水道浄水場

■工事費　1 億 7,390 万円
■構　造　鉄骨造２階建
■面　積　敷地 2,442.02㎡
　　　　　建築    514.22㎡
　　　　　延床    825.23㎡

新園舎
の概要

８. ５     10 時 OPEN金

開館準備を進めるスタッフ

スタッフと
一緒に丁寧
に壁を塗る
さかなクン
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市
は
、
本
年
３
月
に
久
慈
市
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
計
画
期

間
・
平
成
23
～
27
年
度
）
を
策
定

し
ま
し
た
。
後
期
基
本
計
画
で
は
、

計
画
を
構
成
す
る
８
つ
の
基
本
方

針
の
中
に
「
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
市
政
改
革
」
を
新
た
に
設
定
。

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
で
あ
る

「
夢
・
希
望
・
未
来
に
向
か
っ
て

■目的・内容
　業務の評価システムの活用や評価
方法を工夫し、より市政の運営に役
立たせることを目指します。
■ 22 年度の取組実績
○施策評価と事務事業評価を実施し
　ました
○市後期基本計画の策定にあわせて
　73 の指標を設定しました

１行政評価システムの最適化

■目的・内容
　日々の業務を見直し、改善し、経
費の節減と行政サービスの向上を目
指します。
■ 22 年度の取組実績
○災害時要援護者台帳管理システム
　の作成など、業務を改善しました
○業務の改善・充実を図るため、職
　員提案を実施しました

２身近な業務の改善

■目的・内容
　公共施設の長寿命化を図ります。
経費を抑えながら、サービスを高め
るため、施設の管理運営について民
間との協働を進めます。
■ 22 年度の取組実績
○対象施設の点検評価を実施
○公共施設の指定管理者を指定しま
　した（再指定３施設、新規１施設）
※指定管理者指定施設…77 施設

３公共施設の管理運営の適正化

■目的・内容
　市の出資・関係法人の整理、見直
しを行い、経費の節減と行政サービ
スの向上を図ります。
■ 22 年度の取組実績
○第３セクターの経営状況など、情
　報を公開しました

４出資・関係法人の見直し

■目的・内容
　市の財政を維持するために、市と
利用者の負担割合を見定めながら使
用料などを見直します。
■ 22 年度の取組実績
○見直し作業に向けて、情報収集を
　行いました

８使用料・手数料等の見直し

■目的・内容
　市の財政を維持するために、退職
者の補充を抑えながら総職員数の削
減に努めます。
■ 22 年度の取組実績
○久慈市職員定員適正化計画を策定
○条例を改正し、職員の定数を 457
　人から 385 人にしました
※ 23 年４月１日現在の職員 381 人
　　　　　　　　   前年度比－ 2 人

12 職員定数の見直し

■目的・内容
　歳入を確保して市の財政を維持す
るために、市税などの収納強化と滞
納の解消を図ります。
■ 22 年度の取組実績
　状況に応じた徴収を実施。収納率

（現年分）の実績見込みは次のとお
りです。
○市税収納率 97.56％
○国民健康保険税収納率 90.11％

７市税等収納率の向上

■目的・内容
　交付、負担する基準を設けるなど、
補助金・負担金の見直しを行い、全
体額を抑えます。
■ 22 年度の取組実績
　総額の実績は次のとおりです。
○市単独補助金 1 億 4,310 万円
　　　　　　  前年度比± 0.0％
○負担金　　　　　 4,160 万円
　　　　　　  前年度比－ 0.9％

11 補助金・負担金の見直し

■目的・内容
　限られた職員数で、最大限の力を
発揮できる組織づくりに努めます。
■ 22 年度の取組実績
　組織を見直し、22 年 4 月 28 日か
ら次のとおり実施しました。
○総務企画部を総務部と総合政策部
　に分割
○産業開発支援担当の所管を総合政
　策部に変更　など

６組織の機能強化

■目的・内容
　個々の職員の能力を最大限に発揮
できる仕組みづくりを目指します。
職員の派遣や研修を実施し、能力の
開発と向上に努めます。
■ 22 年度の取組実績
○岩手県などに職員７人を派遣しま
　した
○各分野の専門的な研修を職員 41
　人が受講しました

５職員の能力向上

■目的・内容
　歳入を確保するため、活用されて
いない市の土地などの売却や貸し付
けを進めます。
■ 22 年度の取組実績
○土地を売却（２件・計 21 万円）
○土地・建物の貸付（１件・58 万
　円／年）

９市有財産の有効活用

■目的・内容
　事務事業の統廃合や、内容の効率
化を行い、結果を反映した予算を編
成します。
■ 22 年度の取組実績
○ 11 事業を見直し、202 万円を節
　減しました（統合４件、廃止７件）

10 事務事業の見直し

市政改革プログラムの取組項目と 22 年度実績
■取組項目は、下記の２つに区分されます。
　項目ごとの内容は左のとおりです。

大区分 小区分 取組項目

市政運営
の質の向上

戦略的な政策
推進のための
仕組みづくり

１行政評価

日々の業務
の改善

２業務改善
３公共施設
４出資法人

職員・組織の
能力向上

５職員能力
６組織機能

健全な財政
運営の維持 歳入の確保

７収納率
８使用料等
９市有財産

適正な歳出
規模の維持

10 事務事業
11 補助金等
12 職員定数

ひ
と
輝
く
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

て
、
職
員
の
意
識
改
革
を
基
本
と

し
た
市
政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
別
に

策
定
し
て
い
た
「
市
政
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
は
総
合
計
画
と
一
本
化
。

新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
に
、
市

全
体
で
改
革
に
一
層
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。

　

新
し
い
市
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
計
画
期
間
は
平
成
23
年
度
か
ら

25
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
市

政
運
営
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
も
の
、
健
全
な
財
政
運

営
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
も

の
を
洗
い
出
し
、
計
12
の
取
組
項

目
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

各
項
目
の
目
標
や
内
容
は
、
実

績
や
社
会
情
勢
な
ど
の
変
化
を
踏

ま
え
て
毎
年
度
点
検
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
自
体
の
見
直
し
も
進
め
ま
す
。

　

左
は
、
項
目
の
内
容
と
平
成
22

年
度
の
実
績
で
す
。（
計
画
は
平

成
23
年
度
か
ら
で
す
が
22
年
度
も

取
り
組
み
ま
し
た
）
取
組
実
績
は
、

今
後
も
定
期
的
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

激
動
の
社
会
情
勢
の
中
、
久
慈

市
に
限
ら
ず
、
全
国
の
多
く
の
市

町
村
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

職
員
、
物
、
お
金
、
ど
れ
も
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、
よ

り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す

た
め
の
も
の
が
市
政
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。
今
後
も
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
市
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

や
り
ま
す
！

   
市
政
改
革総

合
計
画
と
一
本
化

【目指す姿】夢・希望・未来
　に向かってひと輝くまち

総合計画

８つの基本方針
その一つの

まちづくりのための市政改革

上記方針の　　実施計画↓

市政改革プログラム

図／市政改革プログラムの位置付け

よ
り
よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す

新
し
い
「
市
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
。
市
政
改
革
に
一
層
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
取

組
項
目
の
内
容
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
政
策
推
進
課
☎
52
―
２
１
１
５

12
項
目
　
毎
年
点
検
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人事異動

■
総
務
部
■

▼
総
務
課
長
併
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長
（
社
会
福
祉
課
長
兼
少

年
セ
ン
タ
ー
所
長
）
久
慈
清
悦
▼

消
防
防
災
課
長
兼
防
災
セ
ン
タ
ー

所
長
（
久
慈
広
域
連
合
消
防
本
部

消
防
課
係
長
・
派
遣
）
多
喜
代
吉

博■
市
民
生
活
部
■

▼ 
収
納
対
策
課
長
（
久
慈
広
域

連
合
事
務
局
衛
生
課
長
・
派
遣
）

皆
川
隆
夫
▼ 
山
根
支
所
長
兼
福

祉
事
務
所
し
ら
か
ば
保
育
園
長
兼

山
根
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
所
長
併

山
根
公
民
館
長
（
議
会
事
務
局
総

括
主
査
）
眞
角
泰
光

■
健
康
福
祉
部
■

▼ 

社
会
福
祉
課
長
兼
少
年
セ
ン

タ
ー
所
長
（
山
根
支
所
長
兼
し
ら

か
ば
保
育
園
長
兼
山
根
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
所
長
併
山
根
公
民
館

119 人が異動　新体制に

市は、東日本大震災の影響で延期していた定期人事
異動を７月１日付で発令しました。派遣職員を含め
119 人が異動。新たな体制で、大震災からの復旧・
復興と、市の課題解決に向けた取り組みを進めます。

長
）
和
野
一
彦
▼ 

介
護
支
援
課

長
兼
元
気
の
泉
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
所
長
兼
元
気
の
泉
ヘ
ル
パ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
兼
久
慈
市

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
長
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

（
総
務
学
事
課
長
）
鹿
糠
沢
光
夫

■
農
林
水
産
部
■

▼
農
政
課
長
（
林
業
水
産
課
総
括

主
査
）
嵯
峨
文
弘

■
産
業
振
興
部
■

▼
商
工
観
光
課
長
兼
中
心
市
街
地

活
性
化
推
進
室
長
（
社
会
体
育
課

長
）
面
代
民
義

■
建
設
部
■

▼
建
築
住
宅
課
長
（
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
山
形
地
区
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
櫛
桁
善
一

■
山
形
総
合
支
所
■

▼
ふ
る
さ
と
振
興
課
長
兼
山
形
総

合
セ
ン
タ
ー
所
長
（
産
業
建
設
課

長
兼
家
畜
診
療
所
長
）
角
伸
之
▼

住
民
生
活
課
長
兼
山
形
福
祉
室
長

兼
か
わ
い
児
童
館
長
兼
霜
畑
児
童

館
長
兼
荷
軽
部
保
育
園
長
兼
戸
呂

町
保
育
園
長
兼
来
内
保
育
園
長

（
収
納
対
策
課
長
）
及
川
忠
則
▼

産
業
建
設
課
長
兼
家
畜
診
療
所
長

（
林
業
水
産
課
総
括
主
査
）
嵯
峨

康
彦

■
教
育
委
員
会
事
務
局
■

▼
総
務
学
事
課
長
（
介
護
支
援
課

長
兼
元
気
の
泉
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
所
長
兼
元
気
の
泉
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
兼
久
慈

市
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
長

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
）
米
澤
喜
三
▼
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
山
形
地
区
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
（
建
築
住
宅
課

長
）
佐
々
木
成
人
▼
社
会
文
化
課

文
化
財
室
長
（
社
会
文
化
課
総
括

主
査
）
千
葉
啓
蔵
▼
社
会
体
育
課

長
（
農
政
課
長
）
古
屋
敷
重
勝

■
総
務
部
■

▼
財
政
課
（
市
民
課
）
笹
原
賢
二

▼
消
防
防
災
課
（
農
政
課
主
査
）

小
向
勝
志

■
総
合
政
策
部
■

▼
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
（
社
会
体

育
課
）
板
垣
俊
隆
▼
同
（
政
策
推

進
課
主
査
）
大
沢
義
時

■
市
民
生
活
部
■

▼
市
民
課（
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
）

津
内
口
昌
紀
▼
同（
社
会
福
祉
課
）

中
居
弘
美
▼
生
活
環
境
課
（
教
育

振
興
室
兼
山
形
公
民
館
兼
山
形
図

書
館
）
大
木
戸
正
宏
▼
同
・
岩
手

北
部
広
域
環
境
組
合
派
遣
（
税
務

課
主
査
）田
中
淳
茂
▼
税
務
課（
大

川
目
公
民
館
併
大
川
目
農
村
総
合

セ
ン
タ
ー
）
掛
端
陽
子

■
健
康
福
祉
部
■

▼
社
会
福
祉
課
（
久
慈
広
域
連
合

派
遣
）
久
松
希
美
子
▼
元
気
の
泉

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
兼
元
気

の
泉
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
兼

久
慈
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
（
勤
労
者
家
庭
支
援
施
設
併
長

内
公
民
館
）
中
野
明
彦

■
農
林
水
産
部
■

▼
農
政
課
（
夏
井
公
民
館
併
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
二
又
壽
大

▼
林
業
水
産
課
（
同
上
・
主
査
）

中
澤
勝
己
▼
同
（
生
活
環
境
課
・

岩
手
北
部
広
域
環
境
組
合
派
遣
）

細
越
一
明
▼
同
（
下
水
道
課
兼
浄

化
セ
ン
タ
ー
）田
畑
敏
文
▼
同（
ま

ち
づ
く
り
振
興
課
）
長
根
英
俊

■
産
業
振
興
部
■

▼
商
工
観
光
課
兼
中
心
市
街
地
活

性
化
推
進
室
（
中
心
市
街
地
活
性

化
推
進
室
）
大
下
勝
盛
▼
勤
労
者

家
庭
支
援
施
設
併
長
内
公
民
館

（
都
市
計
画
課
主
査
）
外
谷
美
保

子■
建
設
部
■

▼
下
水
道
課
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
林
業
水
産
課
）
古
屋
敷
博
行

■
教
育
委
員
会
事
務
局
■

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
兼
山
形
地

区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
生
活
環

境
課
）
大
道
学
▼
小
久
慈
公
民
館

（
下
水
道
課
主
査
）
下
山
恵
美
子

▼
大
川
目
公
民
館
併
大
川
目
農
村

総
合
セ
ン
タ
ー
（
商
工
観
光
課
）

藤
原
亮
一
▼
山
根
公
民
館
併
山
根

支
所
併
山
根
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

（
林
業
水
産
課
）
田
面
巧
▼
夏
井

公
民
館
併
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
小
久
慈
公
民
館
）
上
中
村

和
裕
▼
社
会
体
育
課
（
生
活
環
境

課
兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
主
査
）

廣
﨑
健
司
▼
教
育
振
興
室
兼
山
形

公
民
館
兼
山
形
図
書
館
（
農
政

課
）
橋
本
藤
雄

■
議
会
事
務
局
■

▼
同
（
市
民
課
主
査
）
田
髙
慎

■
総
務
部
■

▼
総
務
課
（
政
策
推
進
課
）
清
水

頭
範
子
▼
同
・
県
北
広
域
振
興
局

保
健
福
祉
環
境
部
併
任
（
総
務

課
）
横
道
知
亮
▼
同
（
産
業
建
設

課
）
田
家
博
志
▼
財
政
課
（
新
採

用
）
成
谷
佳
子

■
総
合
政
策
部
■

▼
政
策
推
進
課
（
総
務
課
）
熊
谷

望
▼
同
（
宇
部
支
所
）
岩
花
由
紀

子
▼
同
（
総
務
学
事
課
）
櫻
庭
優

佳
▼
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
（
税
務

課
）
永
井
克
之
▼
同
（
市
民
課
）

中
村
紀
保

■
市
民
生
活
部
■

▼
市
民
課
（
会
計
課
）
中
川
原
将

洋
▼
同
（
社
会
体
育
課
）
田
村
友

美
▼
同
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）
鶴
飼
朋
子
▼
同
（
総
務
課
）

小
野
寺
靖
▼
同
（
商
工
観
光
課
）

阿
部
真
一
▼
同
（
新
採
用
）
松
井

端
修
▼
国
民
健
康
保
険
山
形
診
療

所
（
市
民
課
）下
舘
清
秋
▼
同
（
新

採
用
）
廣
﨑
香
織
▼
同
（
新
採
用
）

門
渡
祐
子
▼
生
活
環
境
課
兼
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
（
新
採
用
）
島
袋

龍
二
▼
税
務
課
（
農
政
課
）
大
粒

来
嘉
将
▼
同
（
新
採
用
）
下
舘
勝

佳
▼
同
（
社
会
文
化
課
）
岩
脇
幸

治
▼
収
納
対
策
課
（
ま
ち
づ
く
り

振
興
課
）
久
慈
明
宏
▼
宇
部
支
所

（
介
護
支
援
課
）
越
戸
明
美

■
健
康
福
祉
部
■

▼
社
会
福
祉
課
（
新
採
用
）
小
倉

裕
貴
▼
同
（
消
防
防
災
課
）
高
橋

秀
明
▼
同
（
ま
ち
づ
く
り
振
興

課
）
田
原
大
輔
▼
同
併
任
（
県
北

広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
）

家
子
圭
一
▼
山
形
福
祉
室
（
保
健

推
進
課
）
内
田
智
佳
子
▼
小
久
慈

保
育
園
（
戸
呂
町
保
育
園
）
工
藤

文
子
▼
久
喜
保
育
園
（
夏
井
保
育

園
）
外
舘
千
賀
子
▼
同
（
新
採
用
）

関
上
敬
子
▼
戸
呂
町
保
育
園
（
久

喜
保
育
園
）
佐
々
木
サ
ダ
子
▼
保

健
推
進
課
（
新
採
用
）
谷
地
純
子

▼
同
（
保
健
推
進
課
・
山
根
支
所

勤
務
）
照
井
春
樹
▼
同
（
山
形
福

祉
室
）
三
角
治
子
▼
同
・
山
根
支

所
勤
務
（
保
健
推
進
課
）
奥
寺
郁

子
▼
介
護
支
援
課
（
社
会
福
祉

課
）
上
平
貴
宏
▼
元
気
の
泉
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
保
健
推
進

課
）
髙
松
香
▼
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
市
民
課
）
遠
川
君
子

■
農
林
水
産
部
■

▼
農
政
課
（
土
木
課
）
小
林
聖
也

▼
同
（
産
業
建
設
課
）
高
畑
武
志

▼
林
業
水
産
課
（
土
木
課
）
佐
藤

裕
行
▼
同
（
都
市
計
画
課
）
小
袖
裕

也
▼
同
（
農
政
課
）
清
水
頭
勝
徳

■
産
業
振
興
部
■

▼
商
工
観
光
課
（
水
道
事
業
所
）

﨑
山
公
章

■
建
設
部
■

▼
土
木
課
（
下
水
道
課
）
鈴
木
博

之
▼
同
（
新
採
用
）
前
野
賢
斗
▼

同
（
新
採
用
）
岩
城
凌
▼
都
市
計

画
課
（
政
策
推
進
課
）
板
垣
泰
子

▼
同
（
林
業
水
産
課
）
鈴
木
洋
平

▼
下
水
道
課
（
社
会
文
化
課
）
土

橋
久
美
子
▼
同
（
新
採
用
）
宮
本

幸
治
▼
同
（
土
木
課
）
賀
美
祐
助

■
山
形
総
合
支
所
■

▼
ふ
る
さ
と
振
興
課
（
学
校
指
導

課
）蒲
田
敏
雄
▼
住
民
生
活
課（
国

民
健
康
保
険
山
形
診
療
所
）
鈴
木

雄
二
▼
産
業
建
設
課
（
総
務
学
事

課
）
三
上
純
二

■
会
計
課
■

▼
同
（
収
納
対
策
課
）
梶
谷
直
高

▼
同
（
社
会
福
祉
課
）
米
澤
健
吉

■
水
道
事
業
所
■

▼
同
（
新
採
用
）
久
慈
翔
介

■
教
育
委
員
会
事
務
局
■

▼
総
務
学
事
課
（
財
政
課
）
嵯
峨

小
夏
▼
同
（
新
採
用
）
金
野
孝
之

▼
同
（
下
水
道
課
）
中
村
由
美
▼

学
校
指
導
課
（
新
採
用
）
工
藤
美

紀
子
▼
社
会
文
化
課
（
税
務
課
）

袖
城
か
お
り
▼
同
（
ふ
る
さ
と
振

興
課
）林
下
廉
▼
同
文
化
財
室（
社

会
文
化
課
）
一
沢
さ
お
り
▼
社
会

体
育
課
（
会
計
課
）
曲
道
裕
子
▼

久
慈
小
学
校
用
務
員
（
宇
部
小
学

校
用
務
員
）
川
平
い
と
▼
長
内
小

学
校
用
務
員
（
夏
井
中
学
校
用
務

員
）
舛
森
恵
美
▼
宇
部
小
学
校
用

務
員
（
長
内
小
学
校
用
務
員
）
分

道
千
春
▼
夏
井
中
学
校
用
務
員

（
久
慈
小
学
校
用
務
員
）
鹿
糠
修

■
久
慈
広
域
連
合
派
遣
■

▼
課
長
級
（
財
政
課
総
括
主
査
）

嵯
峨
一
郎
▼
総
括
主
査
級
（
市
民

課
）
鹿
糠
沢
時
子
▼
同
（
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
兼
山
形
地
区
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
）
四
役
喜
吉

主
事
・
技
師
級

　異動した職員は次のとおり
です。　※（　）内は旧所属名。
「新採用」は平成 23 年４月１
日採用の職員です

＜組織の変更＞
　社会文化課の郷土文化グ
ループを独立させ、「文化財
室」を新たに設置しました。

派
　
　
遣

総
括
主
査
級

課
　
長
　
級
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
盛
岡
放
送
局
と
市
は
９

月
11
日
、
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル
で
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
拡
大
版
を
開
催
し

ま
す
。
ゲ
ス
ト
は
千
昌
夫
さ
ん
と

門
倉
有
希
さ
ん
。
東
日
本
大
震
災

か
ら
、
ち
ょ
う
ど
半
年
と
な
る
今

回
は
放
送
時
間
を
30
分
拡
大
。
復

興
へ
の
思
い
を
皆
さ
ん
の
元
気
な

歌
声
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

出
場
、
観
覧
希
望
者
は
下
記
に

よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
盛
岡
放
送
局
（
平
日
９

　

時
30
分
～
18
時
受
付
）

☎
０
１
９
―
６
２
６
―
８
８
１
１

問
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル
（
火
曜
日
を

　

除
く
９
時
～
18
時
）

　
　
　
　
　
　

☎
52
―
２
７
０
０

　

情
報
公
開
制
度
は
、
公
正
で
開

か
れ
た
市
政
を
進
め
る
た
め
、
市

が
保
有
す
る
文
書
や
図
面
、
写
真

な
ど
を
皆
さ
ん
の
請
求
に
応
じ
て

公
開
す
る
制
度
で
す
。
制
度
の
内

容
や
、
情
報
の
公
開
請
求
方
法
な

ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
、
開
示
請
求
さ
れ
た
件

数
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
情
報
の
開
示
請
求
件
数
（
実
施

　

機
関
別
）
…
計
24
件

①
市
長
…
23
件

②
教
育
委
員
会
…
１
件

▼
情
報
の
開
示
請
求
に
対
す
る
決

　

定
の
状
況
…
計
26
件

①
開
示
…
12
件

②
部
分
開
示
…
９
件

③
不
存
在
…
４
件

④
請
求
取
り
下
げ
…
１
件

※
請
求
件
数
の
合
計
と
決
定
状
況

の
合
計
が
一
致
し
な
い
の
は
、
１

件
で
複
数
の
請
求
と
決
定
が
あ
っ

た
た
め
で
す

　

市
は
、
個
人
情
報
保
護
条
例
を

制
定
し
、
個
人
情
報
の
収
集
内
容

や
、
請
求
に
よ
っ
て
開
示
す
る
内

容
な
ど
に
基
準
を
設
け
、
皆
さ
ん

の
個
人
情
報
の
適
正
な
管
理
・
保

護
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
事
務
の
取
扱
状
況
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
個
人
情
報
を
取
り
扱
っ
て
い
る

　

事
務
の
件
数
（
実
施
機
関
別
）

　

…
計
３
７
４
件

①
市
長
…
２
６
６
件

②
議
会
…
５
件

③
教
育
委
員
会
…
86
件

④
選
挙
管
理
委
員
会
…
４
件

⑤
監
査
委
員
…
６
件

⑥
農
業
委
員
会
…
２
件

⑦
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
…

　

２
件

⑧
水
道
事
業
管
理
者
の
権
限
を
行

　

う
市
長
…
３
件

▼
個
人
情
報
の
開
示
請
求
件
数
…

　

２
件
（
す
べ
て
口
頭
で
請
求
）

▼
個
人
情
報
の
開
示
請
求
に
対
す

　

る
決
定
の
状
況
…
２
件
（
す
べ

　

て
開
示
）

　

退
職
な
ど
で
、社
会
保
険
等（
被

用
者
保
険
）
を
脱
退
さ
れ
た
場
合

は
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

事
業
所
か
ら
交
付
さ
れ
る
資
格

喪
失
証
明
書
を
持
参
の
上
、
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
な
ど
で
新
た
に
社

会
保
険
な
ど
に
加
入
さ
れ
た
場
合

は
、
国
保
の
脱
退
手
続
き
が
必
要

で
す
。
新
旧
２
つ
の
保
険
証
を
持

参
の
上
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

多
額
の
医
療
費
を
負
担
し
た
場

合
、
申
請
に
よ
っ
て
医
療
費
の
支

給
が
受
け
ら
れ
る
「
高
額
療
養
費

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
支
払
う
医
療
費
を
一
定

額
以
下
に
と
ど
め
る
目
的
で
支
給

さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

申
請
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で

医
療
機
関
か
ら
の
領
収
書
は
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

対
象
に
な
る
場
合
…
国
保
に
加

入
す
る
人
が
１
カ
月
に
負
担
し

た
医
療
費
が
、
定
め
ら
れ
た
額

（
自
己
負
担
限
度
額
）
を
超
え

た
場
合

　

入
院
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
は
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
支
払
う

金
額
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に

な
り
ま
す
。

※
70
歳
以
上
の
人
は
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
み
が
交
付
対
象
に
な

り
ま
す

 PICKUPINFO

　東北地方の発電所や送配
電設備は、東日本大震災で
大きな被害を受け、電力供
給力が低下しています。
　特に電気の使用量が増え
る７月～９月は電力不足の
ピンチです。低下した供給
力とのバランスを保つため
には、節電が必要です。
　節電目標は昨年の夏より
15％削減！　どうか皆さん
のご協力をお願いします。
　

　小さな積み重ねが大きな
力に。７月～９月の９時～
20 時まで、特に力を入れた
取り組みをお願いします。

節電効果 取組ポイント

ー５％
照明／日中は自然光
で。夜間も減灯を

－２％
冷蔵庫／温度を「中」
に。物を減らし、扉
を空ける時間を短く

－２％

テレビ／省エネモー
ドに設定。画面の明
るさを下げ、必要な
とき以外はオフに

－２％
炊飯器／早朝に１日
分まとめて炊き、残
りは冷蔵庫に保存

－２％
待機電力／主電源を
オフ。使わない製品
のコンセントは抜く

ー１％
未満

多機能便座／便座の
温度・温水をオフに

－ 50％
冷房器具／なるべく
エアコンではなく扇
風機を使用

※節電効果は資源エネルギー庁推計

問東北電力久慈営業所
☎ 52 － 0194

15％削減を目標に

問総務課☎52－ 2112　山形総合支所ふるさと振興課☎72－ 2125

情報公開制度と個人情報の取扱状況

問市民課☎ 52 － 2118

国保の手続き忘れずに！

市
の
文
書
な
ど
公
開

情
報
は
適
正
に
管
理

■往信用裏面に次を明記
①郵便番号・住所（避難者は現住所。
市外からの避難者は前の市町村名も
記載）②氏名（ふりがな）③年齢④
性別⑤職業（具体的に。高校生は部
活動など）⑥電話番号（携帯電話番号）
⑦歌う曲目と歌手名⑧選曲理由
■返信用表面に次を明記
①郵便番号・住所②氏名
■注意事項
◇グループの場合は人数と全員の氏
　名、年齢を記入し、代表者が応募
◇応募は１人 ( 組 ) １通限りです
◇応募多数の場合は、定員 250 組を
　選出し、前日の予選会に出場いた
　だきます（本選には 20 組選出）
◇応募は原則アマチュアに限ります。
　中学生以下は応募できません
◇予選会の模様も収録し、後日放送
　する予定です

■往信用裏面に次を明記
①郵便番号・住所②氏名③電話番号

■返信用表面に次を明記
①郵便番号・住所②氏名

■注意事項
◇応募多数の場合は抽選で入場整理
　券 ( １枚で２人入場可 ) をお送り
　します
◇１歳以上から入場人数に含みます
◇当選は１人１通限りになります
◇インターネットオークションなど
　で転売を目的とした応募は固くお
　断りします。売買を目的とした応
　募であると判明した場合は、抽選
　の対象外とさせていただきます
◇予選会は観覧自由。ただし会場の
　定員を上回った場合は、入場を制
　限する場合があります

の
ど
自
慢
拡
大
版
を

開
催

　開場 11:00　開演 11:45

【予選会】   9.10
　受付 11:30　開会 12:15

【会場】アンバーホール

日

門倉有希さん　　　　千昌夫さん

土

松本和也アナウンサー

久慈市の皆さん
ご参加お待ち
しています！

応募は往復はがきで。８月１日 ( 月 ) 必着
出場の応募方法 観覧の応募方法

※NHKでは、応募の際にいただいた情報を、抽選結果、予選会出場案内の連絡の
ほか、NHKの番組制作や受信料のお願いに使用させていただくことがあります

〒 020 － 8555（住所の記載は不要です）
ＮＨＫ盛岡放送局「のど自慢」出場係または観覧係宛先

ご協力を

節
電

電
力
不
足
の

ピ
ン
チ
で
す

特に日中の節電を

　平成 23 年度の後期高齢
者医療保険料の金額が決定
しましたので、保険料の決
定通知書を７月中旬にお送
りします。
　普通徴収（年金からの天
引きにならない）の人には、
納付書も同封します。保険
料は、内容を確認の上、期
限までに金融機関などの窓
口で納めてください。
※保険証は、別途お送りし
　ます

後期高齢者医療

保険料の決定通知書
７月中旬に送付

退
職
し
た
ら
加
入
を

申
請
で
医
療
費
支
給

入
院
に
は
認
定
証
を

今
年
の
夏
は

9.11

■放送予定■
９.11（日）＜全国放送＞

総合・ラジオ第 1　12:15 ～ 13:30

NHK

※今回は宮城県と福島県でも予選会
を開き、各会場５組、計 10 組にも
久慈市の本選に出場いただきます
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T
O

W
N

T
O
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I
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　健康な歯が20本以上ある80歳
以上の人を称えるイー歯トーブ
8020コンクール表彰式は６月３
日、元気の泉で開催。謝辞で小林
竹藏さん（侍浜町）は「深く感動。
これからも歯を保ち続けます」と
受賞を喜んでいました。受賞者は
次のとおり。（敬称略）▶小林竹
藏（侍浜町）▶西村德治郎（夏井町）

賞状を受け取る小林さん（左）

健康な歯をこれからも
イー歯8020表彰式

　花の植栽や世話を通じて、思い
やりの気持ちや人権意識を育む
「人権の花運動」が、宇部、侍浜、
長内の３小学校で行われました。
　６月９日は侍浜小学校で実施。
３・４年生45人が人権擁護委員と
一緒に、150本の花苗を丁寧に植栽
しました。実施した３校は半年間、
植えた花の世話を行います。

花を思いやり、やさしく丁寧に作業する児童

世話して育む思いやり
人権の花運動

　東京海洋大学の刑
おさ か べ

部真弘教授と、客員准教授さか
なクンによる講演会は６月８日、市内催事場で開催。
２人のトークに約150人が夢中になりました。
　刑部教授は、世界６位という日本の海の大きさと
貴重さをユーモアを交えながら説明。さかなクンは
得意のイラストで会場を盛り上げました。最後に刑
部教授は「日本の海には多くの魚や資源があります。
津波で大きな被害がでましたが、世界に誇る海を大
切にしてほしいです」と呼び掛けました。
　佐々木悠太くん（久慈小４年）は「すごくおもし
ろかった！　さかなクンの絵は早くてうまい！　ま
た会いたいです」と興奮気味に話していました。

世界に誇る ”海 ” 大切に
東京海洋大講演会

絶妙なトークで観客を楽しませた、さかなクン（左）と刑部教授

　枝成沢虫まつりは６月５日に開
催。約80人が町内を練り歩き、五
穀豊穣や無病息災を祈りました。
「まつりは災いよけの行事。まち
を少しでも元気づけたいと思いま
した」と、枝成沢町内会の谷地秀
人会長。行列出発前には、地域で
集めた東日本大震災の義援金を山
内隆文市長に手渡しました。

豊穣、息災祈って行列
枝成沢虫まつり

　市と寺里町内会（山崎石雄会長）
は５月31日、災害時要援護者名簿
の共有について個人情報保護に関
する協定を締結しました。
　山崎会長は「誰もが安心して暮
らせる地域を目指し、活動してい
きたいです」と意欲。同協定の締
結は今回で18町内会に。地域の支
え合い活動が広がっています。

活動に意欲をみせる出席者

安心できる地域目指し
市と寺里が協定

　小国小学校（佐藤寛校長・児童
10人）は５月27日、すずらん訪問
を実施。病院や福祉施設の利用者
などにスズランと直筆の手紙を手
渡し、笑顔と真心を届けました。
　二橋陽一郎くん（同６年）は「ス
ズランは小国大火後、一番に咲い
た強い花。皆さん元気になってほ
しいです」と心を込めていました。

一人一人に優しく声を掛けながら手渡し

笑顔と真心をお届け
小国小すずらん訪問

多彩な催しで大盛況
平庭高原つつじまつり

１／芸能大会の大トリを
　飾った中野正利さん
２／多くの親子が来場
３／ステージに大喜び
４／緑豊かな会場を美し
　く彩るツツジ
５／俳句の互選は皆真剣

　荷軽部小学校（小保内悟校長・
児童16人）は６月１日、本年度の
炭焼き体験学習をスタート。児童
は講師の韮澤彦蔵さんの指導の
下、窯からの炭出しと原木の立て
こみをし、地域産業を学びました。
　横葉映

え い き

貴くん（同５年）は「上
手にできた！良い炭ができると思
います」と自信をみせていました。

窯の中と外で、協力して炭出し作業

地域の産業 学んで自信
荷軽部小で炭焼き

おはやしを奏でながら練り歩いた参加者

　平庭高原つつじまつり(同実行委主催)は
６月11日と12日の２日間、久慈平庭県立自然
公園で開かれ、昨年より1,000人多い11,800人
で大盛況。多彩な催しで、初夏の平庭高原が
にぎわいました。
　メイン開場の平庭中継基地には、短角牛の
串焼きや、豆腐田楽、まめぶ汁などの出店が
ずらり。民具の販売や手作り体験も人気を集
めていました。
　12日には平庭山荘で俳句大会、中継基地の
ステージでは芸能大会も開かれました。芸能
大会では、荷軽部太鼓のほか、歌謡サークル
「歌の会なかま」のメンバーも出演し、自慢
ののどを披露。飛び入りでステージに立つ人
も出るなど、大いに盛り上がりました。
　最前列でステージを楽しんだ大道トメさん
(宇部町)は「おいしいものを食べて、たく
さん歌も聞けて、本当に楽しかったです。私
も一緒に歌いたくなりましたね。良い１日に
なりました」と満面に笑みを広げていました。

１

２５ ４

３

　第６回市小学校陸上記録会は６月15日、晴天の下、
久慈総合運動場で盛大に開かれました。各校の５・６
年生が、100㍍走や走り幅跳びなど30種目に出場。後
輩や保護者など大勢の声援を背に受けながら、選手た
ちは記録更新に挑戦しました。(梅沢政隆リポーター)

集中、白熱、５年男子100㍍走のスタート

声
援
受
け
て

記
録
に
挑
戦

広報リポーターの突撃取材！

　閑静な住宅地から、通学路でもある国道281号沿い
に新築移転した大川目駐在所（和久井隆士所長）。５月
18日の開所式では地域の防犯グループなどとの懇親会
も開き、大川目の安全安心の拠点として、さらなる連
携強化を確認していました。(小倉利之リポーター)

開所を祝い、出席者で記念写真

安
全
安
心
の

連
携
を
強
化
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街をもっと元気にしたい
仕事を通して、その手伝いを―

　

今
春
、
久
慈
東
高
校
を
卒
業
し
、

久
慈
商
工
会
議
所
に
採
用
さ
れ
た

苅
間
澤
舞ま

い

さ
ん
。
中
小
企
業
の
経

営
改
善
を
支
援
す
る
指
導
課
の
一

員
と
し
て
、
事
務
作
業
や
外
回
り

な
ど
の
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
会
議
資
料
の
作
成
や
事
務
処

理
な
ど
、
仕
事
は
ど
れ
も
新
鮮
で

す
。
今
は
先
輩
に
教
え
ら
れ
て
ば

か
り
で
す
が
、
早
く
自
分
の
力
で

仕
事
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
毎

日
勉
強
し
て
い
ま
す
」。

　

輝
く
目
と
笑
顔
が
印
象
的
な
苅

間
澤
さ
ん
。
お
客
さ
ん
へ
の
応
対

で
は
、
い
つ
も
笑
顔
と
あ
い
さ
つ

を
心
掛
け
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
相
手
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ

な
い
こ
と
が
第
一
。
改
め
て
接
客

の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、

お
客
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
た
と

き
は
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
ね
」。

　

少
し
ず
つ
、
仕
事
を
通
し
た
喜

び
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
で
は
簿
記
や
商
品
販
売
な

ど
を
学
ん
だ
苅
間
澤
さ
ん
。
２
年

生
の
と
き
に
は
街
な
か
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
も
開
き
ま
し
た
。

　
「
販
売
の
楽
し
さ
と
大
変
さ
を

感
じ
て
か
ら
、
地
元
に
関
わ
り
、

街
を
も
っ
と
元
気
に
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

進
路
の
決
め
手
に
な
っ
た
地

元
へ
の
思
い
。
気
持
ち
は
も
ち

ろ
ん
今
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
と

き
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
普
段
か
ら

人
が
行
き
交
う
街
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
こ
の
仕
事
を
通
し

て
、
そ
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」。

　

意
欲
を
燃
や
す
社
会
人
１
年

生
。
よ
り
活
気
に
あ
ふ
れ
た
街

の
姿
を
思
い
描
き
、
こ
れ
か
ら

も
仕
事
に
励
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

苅間澤  舞
ま い

 さん（18歳・寺里）
４人家族で弟２人はバスケットボールに熱
中。自身もバスケット経験者。趣味は買い
物とドライブ。電卓操作は検定１級の実力

Profile

笑
顔
と
あ
い
さ
つ
心
掛
け

地元のためにと仕事に励む　社会人１年生Human

きらり

輝く人

市内の小・中学校で英語を教えている市の英語指導助手の皆さん
が、久慈市で生活して感じたことなどを紹介するコーナーです。

Books 図書館だより

古河義仁／著
丸善出版

　夏の風物詩として知られるホタルは
自然豊かな環境でのみ見ることができ
ます。ゆったりと舞い、幻想的に光る
ホタルを見つめながら、周囲の守るべ
き環境にも目を向けてみませんか。

《山形図書館》

オ
ス
ス
メ
図
書 「ホタル学 里山が育むいのち」

サトシン／作　すがわらけいこ／絵
アリス館

　なんでパンダはもてるんだろう？　
人気者になりたいクマはペンキを使っ
てパンダ柄に変身。すると怪しいパン
ダがもう１頭やってきて…。子どもが
大喜びしそうな笑える楽しいお話です。

《市立図書館》 「おれたちはパンダじゃない」

利
用
案
内

《市立図書館　☎ 53 − 4605》
■開館時間…９時～ 19 時（土日は 17 時まで）
■休館日…７／４( 月 )、11( 月 )、19( 火 )、25( 月 )
●図書館映画会…７／９( 土 ) ① 10 時～② 15 時～
●チビッコの部屋…７／９( 土 )・23( 土 )14 時～
●手作り教室…【絵本】全４回・初回７／ 23( 土 )10
　時～ 12 時・定員 20 人  【しおり】７／ 24( 日 )9 時
　30 分～ 12 時・定員 30 人  【申込期限】７／ 21( 木 )

《山形図書館　☎ 72 − 3711》
■開館時間…10 時～ 18 時
■休館日…７／４( 月 )、11( 月 )、18( 月 )、19( 火 )、
　25( 月 )
●手作り絵本・紙芝居展…手作り絵本・紙芝居コンクー
　ルの入賞作品などを展示　７／ 21( 木 ) ～ 24( 日 )
●夏休みおすすめ図書展…課題対策や夏にオススメの
　本を展示・貸出　７／ 26( 火 ) ～８／ 21( 日 )

Child 子育て支援センターだより Health 元気応援だより

　

食
べ
物
が
簡
単
に
手
に
入
る
最

近
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ス
ナ
ッ
ク

菓
子
な
ど
を
食
べ
過
ぎ
て
、
食
事

が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
…
。
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ

と
も
減
り
、
あ
ま
り
空
腹
を
感
じ

な
い
子
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
食
生
活
を
続
け
る

と
「
カ
ロ
リ
ー
は
十
分
で
も
栄
養

不
足
」
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
健
康
的
な
食
生
活
の
た
め
に

は
、ま
ず
は
「
お
な
か
が
す
い
た
」

状
態
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

幼
児
期
の
間
食
は
、
食
事
で
取

れ
な
い
栄
養
を
補
う
こ
と
が
目
的

で
す
。
①
時
間
を
決
め
②
大
人

が
選
ん
だ
物
を
③
１
回
分
取
り

分
け
て
、
与
え
る
の
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
そ
し
て
天
気
の
良
い

日
は
外
で
元
気
に
遊
ば
せ
ま
し

ょ
う
。
空
腹
状
態
で
食
べ
る
食

事
は
、
胃
液
が
分
泌
さ
れ
て
消

化
も
早
く
、
栄
養
が
し
っ
か
り

吸
収
さ
れ
ま
す
。

　

毎
月
19
日
は
食
育
の
日
で
す
。

忙
し
い
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

も
、
こ
の
日
は
家
族
そ
ろ
っ
て

楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
へ
の
第
一
歩
を
、
食
事
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

堤内和子栄養士

●７／５（火）    山形地区子育て支援事業「七夕会」
　内容…簡単な笹飾りを作ります	 10:00～11:30
●７／６（水）     赤ちゃんサロン	 13:30～15:30
●７／７（木）    七夕会	 10:30～11:30
　※事前にセンターまで申し込みください
●７／13（水）    あそびの教室	 10:00～17:00
　※対象児が決まっているため自由来所はできません
●７／14（木）　うさこちゃんの部屋	 11:00～
●７／15（金）　ひよこ教室	 10:30～11:30
●７／25（月）　園庭開放・小久慈保育園	 10:00～11:30
　※直接、小久慈保育園にお越しください
●７／27（水）　あそびの教室	 10:00～17:00
　※対象児が決まっているため自由来所はできません

行事予定

■子育て支援センター
　☎52−3210
■対象…未就学児と保護者
■利用時間
　①月～金８時30分～17時
　②土８時30分～13時30分
■休館日…土曜日の午後、
　日曜日、祝日
■利用料…無料

問保健推進課
☎ 61 ー 3315

間食の取り方に注意 !

空腹状態で
しっかり栄養

たですが、周りの皆さんの強さを見て、
私も勇気を持たなければと思いました。
　不安や心細さを感じるときは、今も大
変な生活が続いている人たちのことを考
えて、自分を奮い立たせています。今回
の大震災は恐ろしい経験でしたが、前よ
りも自分が強くなれた気がします。

　東日本大震災から３カ月という短期間
で、ここまで復旧したことと、皆さんの
助け合いと努力に感動しています。
　私の出身のインディアナ州は、地震が
ほとんど起きません。今回の大地震は初
めての経験でした。最初は本当に怖かっジョン・パリシュさん

MY ★ Life     Kujiin 皆さんの強さが、私の勇気に

決
め
手
は
地
元
へ
の
思
い

利用案内 オススメの声

髙畑文
あ や

子
こ

さんと
長男の

大
た い

楽
ら

くん
（天神堂）

　初めて利用。入口で声
を掛けてもらったので
入りやすかったです。ス
タッフも明るく優しい。
また利用したいですね !

市の保健師や栄養士が、健康に関する情報をお届けするコー
ナーです。皆さんの元気と健康づくりにお役立てください。



期
日	

当
番
医
院

６
／12

㈰	

久
慈
享
和
病

院　

☎ 53

－2323

６
／19

㈰	

鳥
谷
医
院　

　
　

☎ 53

－2808

♥おめでとう （　）内は旧姓

５／１６〜６／１５届け出分（敬称略）

♢誕生おめでとう （　）内は保護者名

市民公開健康講演会

★本 庁 舎　☎５２−２１１１
★山形総合支所　☎７２−２１１１
★宇部支所　☎５６−２１１１
★侍浜支所　☎５８−２１１１
★山根支所　☎５７−２１１１
※市役所の各課の番号は直通電話
です。また、上記の代表電話から
もつながります

このページでは、くらしに役立つ
情報をお知らせします。

らしの
情報暮

I N F O RMAT I O N

　下水道台帳を作成するための現地
調査を実施します。公道や民地に設
置した「公共ます」の調査のため、
私有地に立ち入ることもあります。
皆さんのご理解、ご協力をお願いし
ます。　※調査は業者に委託。調査
員は身分証明書を携帯しています。
▶期間…７月１日㈮～９月29日㈭
▶�調査地域…桑畑、旭町、寺里、田
高、新築町、幸町、小袖
問下水道課　☎52－2152

　岩手大学では、地域企業の経営や
事業化を支援するため、技術移転・
事業化相談会を開催します。この機
会に、岩手大学の知識や技術をご活
用ください。
▶日時…７月14日㈭９時～12時
▶会場…市役所３階・第１会議室
問岩手大学地域連携推進センター　☎019－621－6684

　８月７日執行予定の久慈市議会議
員選挙の立候補予定者説明会は行い
ません。立候補届出に関する書類な
どの事前審査は７月18日㈪に市役
所大会議室で行います。詳しくはお
問い合わせください。
問選挙管理委員会　☎内線472

　認知症との向き合い方を考え、ケ
アの方法を学ぶ講演会を開催。事前
に申し込みください。
▶�日時…７月20日㈬14時～16時
▶会場…久慈グランドホテル
▶�講師…生活とリハビリ研究所・三
好春樹代表
問久慈地域雇用創造協議会　☎75－3032

　対象となる久慈地区の人には受診
票を送付。山形地区の結核健診は
10月の住民総合検診時に行います
が、次の日程での希望者には受診票
をお送りします。ご連絡ください。

▶�対象…今年65歳以上になる人で
肺がん検診に申し込んでいない人
問保健推進課　☎61-3315

▶�期間…初回７月21日㈭・全７回
▶�会場…アイーナ（盛岡市）ほか
※先着５人まで市の公用車で送迎
▶�受講料…テキスト代1,500円
▶�定員…50人程度
▶�申し込み…７月13日㈬まで
問子育て支援課　☎52－2169

　後期講座を８月から順次スター
ト。お早めにお申し込みください。

▶�時間…18時30分～20時30分
　�※ヨガは20時まで。ヒップホッ
プダンスは19時30分まで

▶�申し込み…７月22日㈮まで
問勤労青少年ホーム　☎53－2320

　山形町でシャワークライミングに
挑戦しよう！申し込みはお早めに。
▶�日時…８月７日㈰①8時45分～
    ②11時45分～　※バスで送迎
▶�対象…市内小・中学生
▶�定員…30人（午前・午後各15人）
▶�持ち物…着替え、替えの靴、バス
タオルなど　※参加費は500円

問久慈青年会議所　☎53－4671

▶�日時…７月27日㈬13時30分～
▶�会場…アンバーホール
▶�講演内容…①ライフステージに応
じたお口との関わり方②がんと言
われたら。消化器がんの場合
※講演終了後は無料健康相談も実施
問久慈医学談話会（久慈病院内）　☎53－6131

　市指定天然記念物のチョウセンア
カシジミ観察会。場所は宇部町の生
息地です。ぜひご参加ください。
▶�日時…７月16日㈯13時30分～　
アンバーホール集合でバス移動
▶�対象・定員…市民25人
▶�申し込み…７月13日㈬まで
問社会文化課　☎52－2700

▶�訓練科名…介護サービス科
▶�期間…８月10日㈬～３カ月間
▶�場所…久慈職業訓練協会
▶�対象…求職者（女性）20人
▶�申し込み…７月19日㈫まで
問久慈職業訓練協会　☎52－3343

▶�時間…９時～16時
▶�申し込み…２週間前まで
問久慈職業能力開発センター　☎53－6261

　市内小学４～６年生とその保護者
を対象とした親子料理道場。栄養バ
ランスを考えたお弁当を作ります。
▶�日時…８月３日㈬９時30分～
▶�会場…久慈市学校給食センター
▶�申込期間…７月４日㈪～22日㈮・
先着10組

問久慈市学校給食センター　☎53－4394

▶�申し込み…７月15日㈮まで
問建築住宅課　☎52－2120
問山形総合支所産業建設課　☎72－2129

　用具・油代・事故などは参加者の
責任でお願いします。
▶�日時…①７月10日㈰ ６時～７時
　�※他の日時を希望する人は事前に
ご連絡ください

問大沢貞義さん　☎090－5844－4132

下水道調査にご協力を

募集

岩手大学の知識を企業に

貴重な姿を観察しよう

職 業 訓 練 の 受 講 生

男女共同参画講座の受講者

青少年ホームの後期講座

親子でお弁当作ろう

久慈病院の草刈ろう

市営住宅空きあります

夏だ挑戦！沢を登ろう

無料でスキルアップ

市議会議員選挙のお知らせ

講演で学ぶ認知症のケア

久慈地区の無料結核健診

♦おくやみ申し上げます （　）内は年齢

㈱佐幸本店店
TEL.0194－52－1146

養老乃瀧が 55周年を迎えた !!
当日は込み合いが予想されますので
ご予約をお勧めします。

1

た !!

146146 久慈市長内町17－100－10  ☎5３－2305

２０１1.7.１号� 2627� 広報くじ№128

●広告掲載に関する問い合わせは㈱レーベル ' ホーム（☎ 52‒0041）まで

お知らせ

　７月 24 日が期限となってい
た地上デジタル放送への移行は、
岩手・宮城・福島の３県のみ、
最長で１年間延長されます。延
長期間は、これまで通りアナロ
グ放送を視聴できます。
　延長期間等は詳細が分かりし
だい広報などでお知らせします。

地デジ化
延期決定

　７月は第 61回 " 社会を明るくする運動 "強調月間～犯罪や　　　非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

拓陽支援校を公開 　7 月 11 日（月）～ 15 日（金）9 時～ 15 時、久慈
拓陽支援学校の校舎、寄宿舎、授業が見学できます。
説明や案内が必要な人は事前にご連絡ください。
※夏まつりも開催 7月 22 日㈮ 15 時 10 分～ 17 時

問久慈拓陽支援学校
☎ 58-3004

期日 会場・受付時間

７／11㈪
山根公民館　９：30～ 11：00
長内公民館　９：00 ～ 11：00・13：00 ～ 15：00

７／12㈫
大川目公民館　９：00 ～ 11：00
小久慈公民館　13：30～ 15：00

７／13㈬
宇部公民館　９：00～ 11：00
元気の泉　13：30～ 15：00

７／14㈭ 元気の泉　９：00 ～ 11：00・13：00 ～ 15：00

７／15㈮
夏井公民館　９：00 ～ 11：00
侍浜公民館　13：30～ 15：00

コ ー ス 期　間 定員
ISO14001　内部監査員 ７／27 ㈬・28 ㈭ 10
エクセル　2007活用 ８／２㈫・３㈬ 15

講　座　名 曜日 回数 定員
浴 衣 着 付 け 月 ２回 20人
和 服 着 付 け 月 ８回 20人
料 理 火 10回 20人
ヒップホップダンス 火 10回 30人
英 会 話 水 ７回 20人
お菓子づくり 水 ７回 20人
アロマテラピー 木 ５回 20人
フラワーアレンジメント 木 ５回 20人
ヨ ガ 金 10回 30人

住宅名 戸数 　家　賃（月額）
さいわい団地 １戸 17,600 円～ 26,200 円
宇部日向地区住宅 １戸 1,700 円～　2,600 円
萩ヶ丘地区住宅 １戸 3,400 円～　5,100 円
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東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
「
平
庭
闘
牛

大
会
つ
つ
じ
場
所
（
い
わ
て
平
庭
高
原
闘

牛
会
主
催
）」
は
６
月
12
日
、
平
庭
高
原

闘
牛
場
で
開
催
。
市
内
や
野
田
村
、
宮
古

市
な
ど
の
被
災
者
約
１
０
０
人
を
無
料
で

招
待
し
て
元
気
づ
け
た
ほ
か
、
会
場
で
は

義
援
金
の
協
力
も
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
今
場
所
は
定
期
大

会
過
去
最
高
の
１
５
０
０
人
を
集
客
。
特

に
後
半
の
取
り
組
み
は
白
熱
し
、
巨
体
が

角
を
突
き
合
う
た
び
に
、
会
場
に
は
大
き

な
歓
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

６
月
14
日
に
は
、
同
闘
牛
会
の
松
坂
義

雄
会
長
が
、
東
京
奄
美
会
有
志
か
ら
の
義

援
金
と
収
益
の
一
部
を
市
に
寄
付
。
今
震

災
で
は
、
闘
牛
で
交
流
が
あ
る
全
国
の
市

町
村
か
ら
も
支
援
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　人から勧められ
初めて来場。牛が
全力でぶつかる想
像以上の迫力に驚
きました。勧める
理由に納得です！

勧めに納得
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

全力で角を突き合う牛たち。そ
の大迫力は観客が息をのむほど

▶函館の皆さんの熱い、熱い支援に感謝。義援船が到着したと
きは本当に感動しました▶６月23日と24日、義援船を利用し
た漁では、久喜漁業生産部と二子漁業生産部の船に乗せてもらい
ました。漁業者の皆さんの表情は生き生き。本当にうれしそうで
した▶ただ23日は大雨。袋をかぶせてもタオルでふいても、カ
メラはずぶぬれで写真は失敗ばかり。本当にすみません。もっと
しっかりとした備えが必要だと反省しました▶備えが必要なのは
避難も一緒。23日は震度４の地震で津波注意報も発表になりま
した。まだまだ油断はできません。災害から命を守るために「す
ぐに避難」をみんなで心掛けていきましょう。	 （八重桜）

編集後記

上　勢子やスタッフは背中でもエール
中　観客の視線くぎ付け。闘牛を満喫
下　場所終了後には義援金の協力を呼
　び掛け。多くの支援が寄せられました

金子勇
ゆう

三
ぞう

  さん
（盛岡市）

　私も畜産業。普
段接する牛とは違
う闘牛の迫力にな
かなか興奮しまし
た。子どもたちも
喜んでいました！

迫力に興奮

伊藤勝
かつ

義
よし

  さん
（盛岡市）

大石純夫さんの孫
（寺里）

　大石愛
ま な

実
み

ちゃん（２歳）

息のむ大迫力

復
興
支
援
「
平
庭
闘
牛
大
会
」 そ

れ
、
い
げ
ー
!!

白
熱 

歓
声
響
く

舛森友拓さん、真由美
さんの次女（栄町）

舛森奏
そ

世
よ

ちゃん（２歳）
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